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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

2
月
27
日（
土
）・2
月
28
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
水
）・
１８
日（
木
）・
２５
日

（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
水
）・
１８
日（
木
）・
３０
日

（
火
）の
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
８
期

介
護
保
険
料
８
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
８
期

納
期
限
は
３
月
１
日（
月
）で
す

月
2

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

2
月
の
支
払
日

3
月
の
支
払
日

22

人口
　男
　女
世帯

（　28）
（　16）
（　12）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,007人
3,444人
3,563人
3,276世帯

転入  16人/  出生 0人
転出  22人/  死亡 22人

（1月1日現在）

（12月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No778

月月

町で育った子供が

定住すれば奨学ローン

相当額を補助

12月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（俊　明）
（伸　一）
（素　明）
（てる子）
（幸　弘）
（元　二）
（　功　）
（恵　子）
（春　次）
（　要　）
（博　幸）
（洋　一）
（公　美）
（久美子）
（明　子）
（康　之）
（はる子）
（　弘　）
（幸　利）
（　敏　）

大　平
仲　町
大桑原
矢　川
本　宿
市ノ萱
下　町
上小坂
大　東
下　町
吉　崎
西野牧
上　町
中　央
下　町
緑ヶ丘
城　西
仲　町
蒔　田
上青倉

金井　今朝雄
岩井　宏
赤岩　剛
佐藤　雅三
富永　久雄
安藤　武三
武山　久江
岡田　ひろ
今井　秀二
小板橋きみ江
小谷野　好市
柳澤　今子
中村　三郎
村山　章
小井土　隆
阿久澤　幸三
岩井　平八
岩井　純子
下山　良男
福田　ユウ

有
料
広
告

有
料
広
告

　　　　　 
自然史館の化石から日本初の「ホタル化石」を発見。
これまで、世界に７つしか確認されていない希少な発見が
下仁田ジオパークから。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13

　　　　　 
自然史館の化石から日本初の「ホタル化石」を発見。
これまで、世界に７つしか確認されていない希少な発見が
下仁田ジオパークから。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13

トピックス

今
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
な
時
期
で
す

皆
さ
ん
の
意
識
・
行
動
が
地
域
を
感
染
症
か
ら
守
り
ま
す
。

・
外
出
や
帰
省
を
極
力
控
え
、
慎
重
な
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
密
集
を
避
け
、
手
洗
い
、
う
が
い
で
自
ら
を
守
る
行
動
を
。

・
差
別
や
偏
見
が
な
く
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
。

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

営
業
時
間

急
募

皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？正社員大募集!!いっしょに働きませんか？正社員大募集!!
社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ
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令
和
２
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申

告
相
談
が
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
間
中
、
税
務
署
や
申
告
相
談

会
場
、
役
場
窓
口
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
必
要
書
類
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の

明
細
書
等
の
用
紙
が
必
要
な
場
合

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
、
ま
た
は
富
岡
税
務
署
か
役
場
窓

口
へ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
広
報
１
月

号
に
も
申
告
に
関
す
る
内
容
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
今
年
の
申
告
相
談
に
関
し
ま
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
申
告
相
談
に
お
時

間
を
頂
戴
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ

る
人
は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
37
・
５
度
以
上
の

発
熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
入
場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、申
告
に
お
越
し
い

た
だ
く
際
に
は
、必
ず
ご
自
宅
で
検
温

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報しもにた

○
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控

除
が
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
控
除
上
限
額
な
ど

も
変
わ
り
ま
し
た
。

○
婚
姻
歴
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
ひ
と
り
親
控
除
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
合
計
所
得

金
額
が
２
，
４
０
０
万
円
を
超
え
る

人
は
、
そ
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
控
除
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人
　

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
て
、
年
末
調
整
が
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
と
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

④
営
業
・
農
業
・
不
動
産
等
の
所
得

が
あ
っ
た
人

⑤
前
年
中
に
土
地
や
建
物
、
株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人

　次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、確

定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
購

入
し
た
人
（
１
年
目
の
方
は
税
務
署

で
申
告
が
必
要
で
す
。
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
の
中
途
で

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給
・
年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
て
、
各
種
控
除
の
あ

る
人　次

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、住

民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

①
今
年
の
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

に
下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の
人
で
、

前
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
全
く
な
か
っ

た
、
も
し
く
は
税
法
上
の
親
族
の
扶

養
と
な
っ
て
い
な
い
人

③
住
民
税
に
お
い
て
年
末
調
整
し
た

控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
（
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除

な
ど
。
）

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
年
金
以

外
の
所
得
が
20
万
円
に
満
た
な
い
人

⑤
所
得
が
な
い
人
で
、
所
得
・
課
税

証
明
な
ど
が
必
要
な
人

　次
の
人
は
住
民
税
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人
（
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
医
療

費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
他
の
追

加
す
る
控
除
が
な
い
人

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、
そ
の
他
の
収
入
が
無
い
場

合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
年
金
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
回
答
で
、
本

来
該
当
す
る
控
除
が
外
れ
て
い
る
場

合
、
住
民
税
や
各
種
保
険
料
が
増
額

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
元
の

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
扶
養
や
本
人

情
報
の
欄
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

追
加
す
る
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
申

告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
発
送
や
再

発
行
に
つ
い
て
は
、
広
報
１
月
号
の

シ
リ
ー
ズ
年
金
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の

「
非
課
税
所
得
」
の
み
を
受
け
て
い

る
人
や
、
前
年
中
に
全
く
所
得
が
な

か
っ
た
人
で
も
、
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
証
明
な
ど
の

税
証
明
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
、
介
護
保
険

料
・
保
育
料
や
町
営
住
宅
家
賃
な
ど

の
算
定
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
と
、
所
得
の
有
無
が
判
断
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
の
な
い
申
告
を
す
る
場
合
、

な
る
べ
く
郵
送
で
申
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

○
富
岡
税
務
署

（
確
定
申
告
に
つ
い
て
）

☎
63―

２
２
３
５
（
自
動
音
声
案
内

で
「
２
」
を
選
択
）

○
住
民
税
務
課
　
税
務
係

（
下
仁
田
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
）

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
全
世
帯
に
お
配
り
し
た
「
下
仁
田

町
応
援
商
品
券
」
は
、
一
時
所
得
と

し
て
課
税
対
象
で
す
。
商
品
券
の
他

に
、
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
な
ど

が
あ
り
、
特
別
控
除
額
（
50
万
円
）を

超
え
る
一
時
所
得
の
あ
る
人
は
、確
定

申
告
の
際
に
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

　
次
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
所
得
と
な
り
ま
す
。

◯
特
別
定
額
給
付
金

（
世
帯
員
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
世

帯
主
に
給
付
）

◯
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し
、
対
象

児
童
１
人
当
た
り
１
万
円
を
給
付
）

◯
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
に
対
す

る
給
付
。
再
支
給
分
も
含
む
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

※

こ
れ
以
外
の
給
付
金
や
助
成
金
に

つ
い
て
の
取
扱
は
、
支
給
元
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行政情報行政情報

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

■
下
仁
田
町
応
援
商
品
券
は

一時
所
得
と
し
て
申
告
を

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
関
連

の
主
な
給
付
金
の
課
税
関
係

■
今
年
の
申
告
に
関
す
る

主
な
改
正
点

■
所
得
税
の
申
告

■
収
入
の
申
告
が
無
い
場
合

■
住
民
税
の
申
告

■
年
金
収
入
の
み
の
場
合

税
の
申
告
に
つ
い
て 

〜
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
〜

□住民税申告書（役場から送付された人）
□「確定申告のお知らせ」のハガキ（税務署から送付された人）
□①マイナンバーカード、または通知カードかマイナンバーの入った住民票の写し
　②通知カードか住民票の場合、顔写真付きのご本人確認書類（運転免許証等）
□印鑑、筆記用具、お持ちであれば電卓
□令和２年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や報酬等の支払調書の原本　※１
□営業・農業・不動産所得がある場合、収支内訳書など収入金額と必要経費がわかる書類　※２
□土地・建物・株式等の配当譲渡等がある場合、買取証明など収入金額と必要経費がわかる書類　※３
□年末調整した保険料から追加がある場合、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険、国民年金保険、
　生命保険、地震保険、その他社会保険等の支払額が分かる証明書
□雑損控除や寄附金控除、障害者控除がある場合、それを証明する証明書や手帳等
□医療費控除がある場合、医療保険者が発行する医療費通知（医療費のお知らせ）または医療費控除の明細書
　※４
□申告者本人名義の還付先の預貯金口座の分かるもの

※１　少額のものでも必ず全てお持ちください。紛失またはお持ちでない場合、発行元に再発行を依頼してくだ
　　　さい。
※２　事前に収入や経費を、種類ごとに計算してください。
※３　お時間を頂戴しますので、富岡税務署で申告をしてください。
※４　通知や明細書がある場合、領収書は不要です。どちらもない場合、必ず事前に領収書を『個人別・病院別』
　　　に分け、それぞれの金額を集計しておいてください。事前に計算がない場合、お時間を頂戴いたしますの
　　　でご了承ください。
　　　セルフメディケーション税制による医療費控除の特例を受ける方は、一定の取組を行ったことを明らかに
　　　する書類と特定一般用医薬品等の領収書を、必ず事前に『支払先別・医薬品別』に分け、それぞれの金額
　　　を集計しておいてください。医療費控除と併用はできません。

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

※次ページに
　申告相談日程表あり

（
ご
自
身
の
申
告
に
当
て
は
ま
る
項
目
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
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令
和
２
年
中
の
所
得
に
関
す
る
申

告
相
談
が
今
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

申
告
期
間
中
、
税
務
署
や
申
告
相
談

会
場
、
役
場
窓
口
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
必
要
書
類
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。
収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の

明
細
書
等
の
用
紙
が
必
要
な
場
合

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
、
ま
た
は
富
岡
税
務
署
か
役
場
窓

口
へ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
広
報
１
月

号
に
も
申
告
に
関
す
る
内
容
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
今
年
の
申
告
相
談
に
関
し
ま
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
申
告
相
談
に
お
時

間
を
頂
戴
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ

る
人
は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
37
・
５
度
以
上
の

発
熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
入
場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、申
告
に
お
越
し
い

た
だ
く
際
に
は
、必
ず
ご
自
宅
で
検
温

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報しもにた

○
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金
等
控

除
が
一
律
10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
控
除
上
限
額
な
ど

も
変
わ
り
ま
し
た
。

○
婚
姻
歴
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
ひ
と
り
親
控
除
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

○
基
礎
控
除
額
が
10
万
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
合
計
所
得

金
額
が
２
，
４
０
０
万
円
を
超
え
る

人
は
、
そ
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ

て
控
除
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、確

定
申
告
が
必
要
で
す
。

①
給
与
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
人
　

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
て
、
年
末
調
整
が
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
と
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

④
営
業
・
農
業
・
不
動
産
等
の
所
得

が
あ
っ
た
人

⑤
前
年
中
に
土
地
や
建
物
、
株
式
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
人

　次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、確

定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
購

入
し
た
人
（
１
年
目
の
方
は
税
務
署

で
申
告
が
必
要
で
す
。
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
が
あ
り
、
年
の
中
途
で

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
恩
給
・
年
金
か
ら
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
て
い
て
、
各
種
控
除
の
あ

る
人　次

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人
は
、住

民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

①
今
年
の
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

に
下
仁
田
町
に
お
住
ま
い
の
人
で
、

前
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
全
く
な
か
っ

た
、
も
し
く
は
税
法
上
の
親
族
の
扶

養
と
な
っ
て
い
な
い
人

③
住
民
税
に
お
い
て
年
末
調
整
し
た

控
除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
（
医
療
費
控
除
や
寄
付
金
控
除

な
ど
。
）

④
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
年
金
以

外
の
所
得
が
20
万
円
に
満
た
な
い
人

⑤
所
得
が
な
い
人
で
、
所
得
・
課
税

証
明
な
ど
が
必
要
な
人

　次
の
人
は
住
民
税
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

に
提
出
し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
町
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
る
人
（
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
医
療

費
控
除
や
寄
附
金
控
除
な
ど
他
の
追

加
す
る
控
除
が
な
い
人

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以

下
で
、
そ
の
他
の
収
入
が
無
い
場

合
、
申
告
は
不
要
で
す
が
、
年
金
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
回
答
で
、
本

来
該
当
す
る
控
除
が
外
れ
て
い
る
場

合
、
住
民
税
や
各
種
保
険
料
が
増
額

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
手
元
の

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
扶
養
や
本
人

情
報
の
欄
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

追
加
す
る
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
申

告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
発
送
や
再

発
行
に
つ
い
て
は
、
広
報
１
月
号
の

シ
リ
ー
ズ
年
金
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の

「
非
課
税
所
得
」
の
み
を
受
け
て
い

る
人
や
、
前
年
中
に
全
く
所
得
が
な

か
っ
た
人
で
も
、
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
証
明
な
ど
の

税
証
明
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
、
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
、
介
護
保
険

料
・
保
育
料
や
町
営
住
宅
家
賃
な
ど

の
算
定
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
提
出

が
な
い
と
、
所
得
の
有
無
が
判
断
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
の
な
い
申
告
を
す
る
場
合
、

な
る
べ
く
郵
送
で
申
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

○
富
岡
税
務
署

（
確
定
申
告
に
つ
い
て
）

☎
63―

２
２
３
５
（
自
動
音
声
案
内

で
「
２
」
を
選
択
）

○
住
民
税
務
課
　
税
務
係

（
下
仁
田
町
の
申
告
相
談
に
つ
い
て
）

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

　
全
世
帯
に
お
配
り
し
た
「
下
仁
田

町
応
援
商
品
券
」
は
、
一
時
所
得
と

し
て
課
税
対
象
で
す
。
商
品
券
の
他

に
、
生
命
保
険
の
満
期
保
険
金
な
ど

が
あ
り
、
特
別
控
除
額
（
50
万
円
）を

超
え
る
一
時
所
得
の
あ
る
人
は
、確
定

申
告
の
際
に
ご
申
告
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64―

８
８
０
９
（
直
通
）

　
次
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
非
課

税
所
得
と
な
り
ま
す
。

◯
特
別
定
額
給
付
金

（
世
帯
員
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
世

帯
主
に
給
付
）

◯
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し
、
対
象

児
童
１
人
当
た
り
１
万
円
を
給
付
）

◯
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
に
対
す

る
給
付
。
再
支
給
分
も
含
む
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

※

こ
れ
以
外
の
給
付
金
や
助
成
金
に

つ
い
て
の
取
扱
は
、
支
給
元
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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■
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得
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告

■
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入
の
申
告
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無
い
場
合

■
住
民
税
の
申
告

■
年
金
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入
の
み
の
場
合

税
の
申
告
に
つ
い
て 

〜
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
〜

□住民税申告書（役場から送付された人）
□「確定申告のお知らせ」のハガキ（税務署から送付された人）
□①マイナンバーカード、または通知カードかマイナンバーの入った住民票の写し
　②通知カードか住民票の場合、顔写真付きのご本人確認書類（運転免許証等）
□印鑑、筆記用具、お持ちであれば電卓
□令和２年中の給与・公的年金等の源泉徴収票や報酬等の支払調書の原本　※１
□営業・農業・不動産所得がある場合、収支内訳書など収入金額と必要経費がわかる書類　※２
□土地・建物・株式等の配当譲渡等がある場合、買取証明など収入金額と必要経費がわかる書類　※３
□年末調整した保険料から追加がある場合、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険、国民年金保険、
　生命保険、地震保険、その他社会保険等の支払額が分かる証明書
□雑損控除や寄附金控除、障害者控除がある場合、それを証明する証明書や手帳等
□医療費控除がある場合、医療保険者が発行する医療費通知（医療費のお知らせ）または医療費控除の明細書
　※４
□申告者本人名義の還付先の預貯金口座の分かるもの

※１　少額のものでも必ず全てお持ちください。紛失またはお持ちでない場合、発行元に再発行を依頼してくだ
　　　さい。
※２　事前に収入や経費を、種類ごとに計算してください。
※３　お時間を頂戴しますので、富岡税務署で申告をしてください。
※４　通知や明細書がある場合、領収書は不要です。どちらもない場合、必ず事前に領収書を『個人別・病院別』
　　　に分け、それぞれの金額を集計しておいてください。事前に計算がない場合、お時間を頂戴いたしますの
　　　でご了承ください。
　　　セルフメディケーション税制による医療費控除の特例を受ける方は、一定の取組を行ったことを明らかに
　　　する書類と特定一般用医薬品等の領収書を、必ず事前に『支払先別・医薬品別』に分け、それぞれの金額
　　　を集計しておいてください。医療費控除と併用はできません。

必
要
書
類
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト

※次ページに
　申告相談日程表あり

（
ご
自
身
の
申
告
に
当
て
は
ま
る
項
目
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
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行政情報行政情報

※各会場の受付時間は、午前９時３０分から午後３時３０分までです。
※対象地区以外は申告の受付は出来ません。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参下さい。
※富岡税務署での申告の日程に関しましては、１月広報をご確認ください。
●問い合わせ　住民税務課　税務係　☎８２－２１１３

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
土谷沢・上青倉・下青倉（日向・日影）
宮室・大桑原・下青倉（小北野・跡関）
中小坂・大平・東野牧区
下小坂・大坂区・上小坂区
本宿・横間・南野牧区
西野牧区・矢川区・市野萱区
大東区・田城・緑ヶ丘区
城西・竹の上（光陽団地含む）
中央・小川（田城・竹の上除く）・蒔田区
下町・仲町・上町区
東町・川井区
旭町・吉崎・栗山区

16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
24日（水）
25日（木）
26日（金）
1日（月）
2日（火）
3日（水）
4日（木）
5日（金）
8日（月）
9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
15日（月）

青倉

青倉・小坂・西牧地区の方全員
馬山・下仁田地区の方全員

小坂

馬山

西牧

下仁田

旧青倉小 １階 旧図書館
（ジオパークと同じ建物）

旧小坂小 １階 西側教室
（社会福祉協議会と同じ建物）

西牧活性化センター１階 旧図書館
（公民館　西牧分館）

下仁田町交流防災ステーション
（道の駅：バス停裏の建物）

２月

３月

全地区対象

受付時間：午前９時３０分から午後3時30分まで2月16日（火）～3月15日（月）申告相談日程表

23日（火）は
祝日です。

下仁田町役場（２階２０１会議室）

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
制
度
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
概
ね
二
週
間
以
内
に
国
民
年
金
制
度
の
案
内

と
「
納
付
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
「
年
金
手
帳
」
は
別
途
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
方
、
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
た
方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
に

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
通
常
、
当
月
分
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
が
、
口
座
振

替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
す
る
「
早
割
制
度
」
を

ご
利
用
し
ま
す
と
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
２
年
・

１
年
・
６
ヵ
月
（
年
２
回
）
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
月
々
や
現
金
で
納
め
る
よ
り
も
割
引
が
大
き
く
な
り

更
に
お
得
で
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
・
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
無
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
へ
申
請
書
を
郵
送
す
る
か
、
役

場
住
民
係
に
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場
住
民
係

☎
０
２
７
４
ー
82
ー
２
１
１
２

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
令和元年度決算概要

　歳入は、総額18億51万2千円となり、構成比では、分担金及び負担金が14億7,311万1千円で全体の81.8％を占
めています。歳出は、総額17億8,748万円となり、構成比では、消防費が14億3,177万7千円で80.1％と大きく、次い
で衛生費が1億262万4千円で5.7％を占めています。 歳入歳出差引額は1,303万2千円となり、翌年度への繰越金と
しました。

歳 　 出 決 算 額

777千円

52,689千円

52,596千円

93千円

102,624千円

1,431,777千円

101,416千円

87千円

101,329千円

98,197千円

0

1,787,480千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.0％

3.0％

0.0％

5.7％

80.1％

5.7％

0.0％

5.7％

5.5％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

1,473,111千円

34,897千円

434千円

25,874千円

8,796千円

257,400千円

1,800,512千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

2.0％

0.0％

1.4％

0.5％

14.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
令和元年度決算概要

　歳入は、総額18億51万2千円となり、構成比では、分担金及び負担金が14億7,311万1千円で全体の81.8％を占
めています。歳出は、総額17億8,748万円となり、構成比では、消防費が14億3,177万7千円で80.1％と大きく、次い
で衛生費が1億262万4千円で5.7％を占めています。 歳入歳出差引額は1,303万2千円となり、翌年度への繰越金と
しました。

歳 　 出 決 算 額

777千円

52,689千円

52,596千円

93千円

102,624千円

1,431,777千円

101,416千円

87千円

101,329千円

98,197千円

0

1,787,480千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.0％

3.0％

0.0％

5.7％

80.1％

5.7％

0.0％

5.7％

5.5％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

1,473,111千円

34,897千円

434千円

25,874千円

8,796千円

257,400千円

1,800,512千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

2.0％

0.0％

1.4％

0.5％

14.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

富岡甘楽衛生施設組合　令和元年度決算概要
　歳入は、総額2億1,322万3千円となり、歳出は、総額1億9,737万4千円でした。歳入歳出差引額は1,584万9千円と
なり、富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合衛生管理センター事業特別会計に繰越と財政調整基金への積立を行い
ました。

歳 　 出 決 算 額

603千円

60,935千円

135,836千円

0円

197,374千円

議会費

総務費

衛生費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.3％

30.9％

68,8％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

140,830千円

32,553千円

6,413千円

803千円

30,000千円

2,046千円

578千円

213,223千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

　　　　　　      計

構 成 比

66.0％

15.3％

3.0％

0.4％

14.1％

0.9％

0.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合環境施設課
☎64-1241



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

行政情報行政情報

※各会場の受付時間は、午前９時３０分から午後３時３０分までです。
※対象地区以外は申告の受付は出来ません。
※上記日程は、職員が会場に出向いておりますので、役場窓口での申告記載指導は出来ません。
※1月中旬以降に税務署からハガキ等（確定申告のお知らせ）が届いた方は、申告の際にご持参下さい。
※富岡税務署での申告の日程に関しましては、１月広報をご確認ください。
●問い合わせ　住民税務課　税務係　☎８２－２１１３

対　象　地　区 申　告　会　場日　程 地　区
土谷沢・上青倉・下青倉（日向・日影）
宮室・大桑原・下青倉（小北野・跡関）
中小坂・大平・東野牧区
下小坂・大坂区・上小坂区
本宿・横間・南野牧区
西野牧区・矢川区・市野萱区
大東区・田城・緑ヶ丘区
城西・竹の上（光陽団地含む）
中央・小川（田城・竹の上除く）・蒔田区
下町・仲町・上町区
東町・川井区
旭町・吉崎・栗山区

16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
24日（水）
25日（木）
26日（金）
1日（月）
2日（火）
3日（水）
4日（木）
5日（金）
8日（月）
9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
15日（月）

青倉

青倉・小坂・西牧地区の方全員
馬山・下仁田地区の方全員

小坂

馬山

西牧

下仁田

旧青倉小 １階 旧図書館
（ジオパークと同じ建物）

旧小坂小 １階 西側教室
（社会福祉協議会と同じ建物）

西牧活性化センター１階 旧図書館
（公民館　西牧分館）

下仁田町交流防災ステーション
（道の駅：バス停裏の建物）

２月

３月

全地区対象

受付時間：午前９時３０分から午後3時30分まで2月16日（火）～3月15日（月）申告相談日程表

23日（火）は
祝日です。

下仁田町役場（２階２０１会議室）

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
制
度
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、
概
ね
二
週
間
以
内
に
国
民
年
金
制
度
の
案
内

と
「
納
付
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
「
年
金
手
帳
」
は
別
途
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た
方
、
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
た
方
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
に

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
口
座
振
替
納
付
に
よ
る
割
引
制
度

　
通
常
、
当
月
分
の
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
が
、
口
座
振

替
に
よ
り
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
す
る
「
早
割
制
度
」
を

ご
利
用
し
ま
す
と
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
を
２
年
・

１
年
・
６
ヵ
月
（
年
２
回
）
分
を
一
括
し
て
納
め
る
前
納
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
く
と
、
月
々
や
現
金
で
納
め
る
よ
り
も
割
引
が
大
き
く
な
り

更
に
お
得
で
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
の
免
除
・
猶
予
制
度

　
収
入
等
が
無
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
へ
申
請
書
を
郵
送
す
る
か
、
役

場
住
民
係
に
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9

下
仁
田
町
役
場
住
民
係

☎
０
２
７
４
ー
82
ー
２
１
１
２

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
令和元年度決算概要

　歳入は、総額18億51万2千円となり、構成比では、分担金及び負担金が14億7,311万1千円で全体の81.8％を占
めています。歳出は、総額17億8,748万円となり、構成比では、消防費が14億3,177万7千円で80.1％と大きく、次い
で衛生費が1億262万4千円で5.7％を占めています。 歳入歳出差引額は1,303万2千円となり、翌年度への繰越金と
しました。

歳 　 出 決 算 額

777千円

52,689千円

52,596千円

93千円

102,624千円

1,431,777千円

101,416千円

87千円

101,329千円

98,197千円

0

1,787,480千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.0％

3.0％

0.0％

5.7％

80.1％

5.7％

0.0％

5.7％

5.5％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

1,473,111千円

34,897千円

434千円

25,874千円

8,796千円

257,400千円

1,800,512千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

2.0％

0.0％

1.4％

0.5％

14.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合
令和元年度決算概要

　歳入は、総額18億51万2千円となり、構成比では、分担金及び負担金が14億7,311万1千円で全体の81.8％を占
めています。歳出は、総額17億8,748万円となり、構成比では、消防費が14億3,177万7千円で80.1％と大きく、次い
で衛生費が1億262万4千円で5.7％を占めています。 歳入歳出差引額は1,303万2千円となり、翌年度への繰越金と
しました。

歳 　 出 決 算 額

777千円

52,689千円

52,596千円

93千円

102,624千円

1,431,777千円

101,416千円

87千円

101,329千円

98,197千円

0

1,787,480千円

議会費

総務費

　総務管理費

　監査委員費

衛生費

消防費

教育費

　教育総務費

　看護専門学校費

公債費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.0％

3.0％

3.0％

0.0％

5.7％

80.1％

5.7％

0.0％

5.7％

5.5％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

1,473,111千円

34,897千円

434千円

25,874千円

8,796千円

257,400千円

1,800,512千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

県支出金

繰越金

諸収入

組合債

　　　　　　      計

構 成 比

81.8％

2.0％

0.0％

1.4％

0.5％

14.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合事務局（総務課）
☎62-5261

富岡甘楽衛生施設組合　令和元年度決算概要
　歳入は、総額2億1,322万3千円となり、歳出は、総額1億9,737万4千円でした。歳入歳出差引額は1,584万9千円と
なり、富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合衛生管理センター事業特別会計に繰越と財政調整基金への積立を行い
ました。

歳 　 出 決 算 額

603千円

60,935千円

135,836千円

0円

197,374千円

議会費

総務費

衛生費

予備費

　　　　　　      計

構 成 比

0.3％

30.9％

68,8％

0.0％

100.0％

歳 　 入 決 算 額

140,830千円

32,553千円

6,413千円

803千円

30,000千円

2,046千円

578千円

213,223千円

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

　　　　　　      計

構 成 比

66.0％

15.3％

3.0％

0.4％

14.1％

0.9％

0.3％

100.0％

●問い合わせ　
富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合環境施設課
☎64-1241
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令
和
３
年
４
月
か
ら
奨
学
ロ
ー

ン
借
入
希
望
の
方
は
、
３
月
か
ら

役
場
企
画
課
で
登
録
申
込
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

 

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成

長
し
て
下
仁
田
町
へ
帰
っ
て
く
る

こ
と
を
地
域
全
体
で
応
援
す
る
奨

学
金
制
度
で
す
。

 

町
内
の
連
携
金
融
機
関
か
ら
「
ね

ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学

ロ
ー
ン
」
を
借
り
、
返
済
し
た
場

合
に
、
在
学
中
は
『
利
息
相
当

額
』
を
、
卒
業
後
は
下
仁
田
町
に

戻
っ
て
居
住
し
て
い
る
期
間
は

『
元
金
と
利
息
相
当
額
』
を
町
が

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
基
金
」
か
ら
補
助
し
ま
す
。

 

な
お
、
町
の
補
助
を
受
け
る
に
は

「
補
助
金
交
付
申
請
」
「
実
績
報

告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年

度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
等
の
様
式
は
、
企
画
課

へ
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※

保
護
者
等…

学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
保
護
者
、
保
証
人
又
は
相

続
人
等
保
護
者
に
準
ず
る
者
。

※

学
生…

高
校
大
学
等
に
在
学

し
て
い
る
者
。
た
だ
し
、
既
に
就

業
し
、
新
た
な
雇
用
が
見
込
め

ず
、
定
住
促
進
に
則
さ
な
い
者
は

除
く
。

●
貸
付
額

高
校
生
・
予
備
校
生
　

月
額
３
万
円

短
大
生
・
大
学
生
・
大
学

院
生
・
専
門
学
校
生
　

月
額
５
万
円

●
貸
付
利
率
　

１
・
５
％
（
変
動
金
利
）

●
貸
付
期
間
　

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

在
学
中
：
利
息

最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息

＋
元
金
　
10
年
間
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

●
登
録
申
込
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
企
画

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵

送
で
も
可
）

●
登
録
申
込
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
企
画

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵

送
で
も
可
）

●
補
助
金
申
請
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は

①
に
押
印
）

④
保
護
者
等
（
補
助
金
を
受
取
る

方
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
写
し
　

※
①
か
ら
④
の
書
類
を
最
初
の
奨

学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の

支
払
開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始

の
10
日
前
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

●
補
助
金
申
請
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は

①
に
押
印
）

④
保
護
者
等
（
補
助
金
を
受
取
る

方
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
写
し
　

※
①
か
ら
④
の
書
類
を
最
初
の
奨

学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の

支
払
開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始

の
10
日
前
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

広
報しもにた

３
月
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
」
の
登
録
申
込
受
付
開
始

３
月
よ
り
受
付
開
始

奨
学
金
制
度
の
登
録
申
込・

補
助
金
申
請
に
つ
い
て

若
者
定
住
を
現
実
に

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
制
度
」と
は

資
格
要
件

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
学
生
時

代
に
借
り
た
奨
学
金
の
利
息
や
返

済
額
を
町
が
全
額
補
助
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
卒
業
後
に
は
下
仁
田
町
に
住

み
、
金
融
機
関
に
返
済
し
た
金
額

を
町
か
ら
補
助
金
と
し
て
受
け
取

る…

こ
の
よ
う
な
奨
学
金
制
度

は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
制
度
で

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
自
然
豊
か
な

環
境
で
の
生
活
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
我
が
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
思
い
起
こ
し
、
育
っ

た
地
域
で
再
び
社
会
人
生
活
を
送

れ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

下
仁
田
町
長
　
原
　
秀
男

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

下
仁
田
町
役
場
　
企
画
課

地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

３
３
１
１

保
護
者
等
が
町
内
に

　
　
　
住
ん
で
い
る
学
生

行政情報行政情報

保護者保護者

申込書類提出申込書類提出

奨学ローン契約の必要書類郵送奨学ローン契約の必要書類郵送

※受付後の書類は契約申し込み時に必要※受付後の書類は契約申し込み時に必要
役場役場

step１

保護者保護者

補助金交付申請書類を提出補助金交付申請書類を提出

補助金交付決定通知書など送付補助金交付決定通知書など送付

※最初の奨学ローンの借入開始、利息の
支払い開始または元金支払い開始の10日前
までに役場へ申請

※最初の奨学ローンの借入開始、利息の
支払い開始または元金支払い開始の10日前
までに役場へ申請

役場役場

step１

保護者保護者

奨学ローン申込奨学ローン申込

奨学ローン契約締結書類の受け渡し奨学ローン契約締結書類の受け渡し

※必要書類は各金融機関に照会

step２

登録申し込み→金融機関と奨学ローン契約

役場へ補助金交付申請

奨
学
ロ
ー
ン
申
込
【
申
込
の
流
れ
】

奨
学
ロ
ー
ン
申
込

【
補
助
金
交
付
申
請
の
流
れ
】

奨
学
ロ
ー
ン
申
込

【
補
助
金
交
付
申
請
の
流
れ
】

金融機関金融機関
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令
和
３
年
４
月
か
ら
奨
学
ロ
ー

ン
借
入
希
望
の
方
は
、
３
月
か
ら

役
場
企
画
課
で
登
録
申
込
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

 

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
た
ち
が
成

長
し
て
下
仁
田
町
へ
帰
っ
て
く
る

こ
と
を
地
域
全
体
で
応
援
す
る
奨

学
金
制
度
で
す
。

 

町
内
の
連
携
金
融
機
関
か
ら
「
ね

ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学

ロ
ー
ン
」
を
借
り
、
返
済
し
た
場

合
に
、
在
学
中
は
『
利
息
相
当

額
』
を
、
卒
業
後
は
下
仁
田
町
に

戻
っ
て
居
住
し
て
い
る
期
間
は

『
元
金
と
利
息
相
当
額
』
を
町
が

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨

学
金
基
金
」
か
ら
補
助
し
ま
す
。

 

な
お
、
町
の
補
助
を
受
け
る
に
は

「
補
助
金
交
付
申
請
」
「
実
績
報

告
兼
補
助
金
交
付
請
求
」
を
毎
年

度
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
書
等
の
様
式
は
、
企
画
課

へ
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※

保
護
者
等…

学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
保
護
者
、
保
証
人
又
は
相

続
人
等
保
護
者
に
準
ず
る
者
。

※

学
生…

高
校
大
学
等
に
在
学

し
て
い
る
者
。
た
だ
し
、
既
に
就

業
し
、
新
た
な
雇
用
が
見
込
め

ず
、
定
住
促
進
に
則
さ
な
い
者
は

除
く
。

●
貸
付
額

高
校
生
・
予
備
校
生
　

月
額
３
万
円

短
大
生
・
大
学
生
・
大
学

院
生
・
専
門
学
校
生
　

月
額
５
万
円

●
貸
付
利
率
　

１
・
５
％
（
変
動
金
利
）

●
貸
付
期
間
　

就
学
期
間
終
了
ま
で

●
返
済
期
間
　

在
学
中
：
利
息

最
終
の
学
校
卒
業
後
：
利
息

＋
元
金
　
10
年
間
返
済

●
受
付
期
間
　
通
年

●
登
録
申
込
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
企
画

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵

送
で
も
可
）

●
登
録
申
込
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
確
認
書
（
様
式
第
２
号
）

③
町
税
等
納
付
確
認
書
（
様
式
第

３
号
）

④
保
護
者
等
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
及
び
印
鑑

⑤
入
学
許
可
通
知
書
、
在
学
証
明

書
、
学
生
証
　
い
ず
れ
か
の
写
し

※
①
か
ら
⑤
の
書
類
を
役
場
企
画

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵

送
で
も
可
）

●
補
助
金
申
請
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は

①
に
押
印
）

④
保
護
者
等
（
補
助
金
を
受
取
る

方
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
写
し
　

※
①
か
ら
④
の
書
類
を
最
初
の
奨

学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の

支
払
開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始

の
10
日
前
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

●
補
助
金
申
請
提
出
書
類

①
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
奨
学
ロ
ー
ン
契
約
書
類
の
写
し

③
印
鑑
（
郵
送
の
場
合
、
印
鑑
は

①
に
押
印
）

④
保
護
者
等
（
補
助
金
を
受
取
る

方
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
写
し
　

※
①
か
ら
④
の
書
類
を
最
初
の
奨

学
ロ
ー
ン
の
借
入
開
始
、
利
息
の

支
払
開
始
又
は
元
金
の
支
払
開
始

の
10
日
前
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
で

も
可
）

広
報しもにた

３
月
よ
り
「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金
制
度
」
の
登
録
申
込
受
付
開
始

３
月
よ
り
受
付
開
始

奨
学
金
制
度
の
登
録
申
込・

補
助
金
申
請
に
つ
い
て

若
者
定
住
を
現
実
に

「
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く

下
仁
田
奨
学
金
制
度
」と
は

資
格
要
件

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
学
生
時

代
に
借
り
た
奨
学
金
の
利
息
や
返

済
額
を
町
が
全
額
補
助
す
る
仕
組

み
で
す
。

　
卒
業
後
に
は
下
仁
田
町
に
住

み
、
金
融
機
関
に
返
済
し
た
金
額

を
町
か
ら
補
助
金
と
し
て
受
け
取

る…

こ
の
よ
う
な
奨
学
金
制
度

は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
制
度
で

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
自
然
豊
か
な

環
境
で
の
生
活
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
我
が
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を
思
い
起
こ
し
、
育
っ

た
地
域
で
再
び
社
会
人
生
活
を
送

れ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

下
仁
田
町
長
　
原
　
秀
男

●
問
い
合
わ
せ

▽
奨
学
金
制
度
に
関
す
る
こ
と

下
仁
田
町
役
場
　
企
画
課

地
域
創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

▽
奨
学
ロ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

群
馬
銀
行

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
２
１

し
の
の
め
信
用
金
庫

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

２
２
５
５

群
馬
県
信
用
組
合

下
仁
田
支
店
　
☎
82―

３
３
１
１

保
護
者
等
が
町
内
に

　
　
　
住
ん
で
い
る
学
生

行政情報行政情報

保護者保護者

申込書類提出申込書類提出

奨学ローン契約の必要書類郵送奨学ローン契約の必要書類郵送

※受付後の書類は契約申し込み時に必要※受付後の書類は契約申し込み時に必要
役場役場

step１

保護者保護者

補助金交付申請書類を提出補助金交付申請書類を提出

補助金交付決定通知書など送付補助金交付決定通知書など送付

※最初の奨学ローンの借入開始、利息の
支払い開始または元金支払い開始の10日前
までに役場へ申請

※最初の奨学ローンの借入開始、利息の
支払い開始または元金支払い開始の10日前
までに役場へ申請

役場役場

step１

保護者保護者

奨学ローン申込奨学ローン申込

奨学ローン契約締結書類の受け渡し奨学ローン契約締結書類の受け渡し

※必要書類は各金融機関に照会

step２

登録申し込み→金融機関と奨学ローン契約

役場へ補助金交付申請

奨
学
ロ
ー
ン
申
込
【
申
込
の
流
れ
】

奨
学
ロ
ー
ン
申
込

【
補
助
金
交
付
申
請
の
流
れ
】

奨
学
ロ
ー
ン
申
込

【
補
助
金
交
付
申
請
の
流
れ
】

金融機関金融機関
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令
和
２
年
12
月
１
日
か
ら
澤
祐
介

さ
ん
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
、
下
仁
田
ネ
ギ
や
椎
茸
な
ど
の

地
元
特
産
物
栽
培
技
術
継
承
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
任
期
は

令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
（
令
和
５

年
同
日
ま
で
延
長
可
）
で
、
町
内
で

の
就
農
を
目
標
に
地
元
農
家
の
も
と

で
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を

紹
介
し
ま
す

　
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
４
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

〇
変
更
期
間

秋
冬
期
　
２
月
16
日
（
火
）
〜

３
月
31
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス

教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎
82
―
２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
64
―
８
８
０
９

○
運
転
管
理

上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
下
仁
田
営

業
所
　
☎
82
―
２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82
―
５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
た
め
、
自
宅
等
か
ら
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
た
確
定
申
告
書
の
作
成
・
送
信
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
の
ご
利
用

の
ほ
か
、
電
話
（
☎
63
―
２
２
３

５
）
で
の
ご
相
談
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
確
定
申
告
会
場
に
お
越
し
に
な
る
方
へ

　
富
岡
税
務
署
で
は
、
１
月
18
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一
環
と

し
て
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ

の
入
場
に
は
入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。
入
場
整
理
券
は
会
場
に
お
い
て

当
日
分
の
配
付
を
行
う
ほ
か
、
事
前

に
国
税
庁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン

ト
で
も
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
申
し

込
み
に
は
、
国
税
庁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
の
「
友
だ
ち
追
加
」
が

必
要
で
す
。(

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
起
動

↓
ホ
ー
ム
画
面
で
「
国
税
庁
」
又
は

「@
kokuzei

」
と
検
索
↓
友
だ
ち
追

加
）

●
確
定
申
告
特
集
ペ
ー
ジ

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
個
人
の
方
に
向
け
た

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
並
び
に
贈
与

税
の
申
告
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.nta.go.jp/taxes/

shiraberu/shinkoku/tokushu/
index.htm

）

確
定
申
告
に
関
す
る
各
種
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

ご
案
内
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
使
用
し
て
い

る
、
し
て
い
な
い
に
関
係
な
く
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
に
登
録
さ
れ
て
い

る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
使
わ
な
い
車
両
や
名
義
変
更
を
し

て
い
な
い
車
両
な
ど
は
、
年
の
途
中

で
変
更
さ
れ
て
も
税
金
は
戻
り
ま
せ

ん
の
で
、
３
月
末
日
ま
で
に
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

◯
軽
自
動
車
税…

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

◯
自
動
車
税…

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

使
わ
な
い
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬県ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

群馬県自動車整備振興会
前橋市上泉町397－1　☎027－261－0274
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町399－1　☎050－5540－2021

軽自動車検査協会　群馬事務所
前橋市五代町1047－2　☎050－3816－3109

関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町３９９－１
☎０５０－５５４０－２０２１

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車
（250ｃｃを超えるもの）

3輪の軽自動車

4輪の軽自動車

富
岡
税
務
署
か
ら

富
岡
税
務
署
か
ら

●
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
税
に
関
す
る
手
続
き
を
動
画
で
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

に
お
い
て
、
様
々
な
番
組
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.youtube.com

/
user/ntachannel

）

●
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
申
告
相
談
で
お
困
り
の
時
は
、

「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
質
問
を
ご
入

力
い
た
だ
け
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
が
お
答
え

し
ま
す
。

（http://w
w
w
.chat.nta.go.jp

）

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

確定申告
特集ページ

富岡税務署
入場整理券

国税庁動画
チャンネル

税務相談
チャットボット

澤祐介さん

行政情報行政情報
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て
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、
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、
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日
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に
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れ
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す
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は
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、
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で
に
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。
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せ

◯
軽
自
動
車
税…

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３
（
直
通
）

◯
自
動
車
税…

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
63―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

使
わ
な
い
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の

廃
車
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に
！

車種 手続き先ナンバー区分

下仁田町ナンバー

群馬県ナンバー

上記以外の自動車
（普通自動車など）

原動機付自転車（125ｃｃ以下・ ミニカー) 下仁田町役場　住民税務課　税務係
☎0274－82－2113

群馬県自動車整備振興会
前橋市上泉町397－1　☎027－261－0274
関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町399－1　☎050－5540－2021

軽自動車検査協会　群馬事務所
前橋市五代町1047－2　☎050－3816－3109

関東運輸局　群馬運輸支局
前橋市上泉町３９９－１
☎０５０－５５４０－２０２１

小型特殊自動車（農耕用など）

2輪の軽自動車
（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）
2輪の小型自動車
（250ｃｃを超えるもの）

3輪の軽自動車

4輪の軽自動車

富
岡
税
務
署
か
ら

富
岡
税
務
署
か
ら

●
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
税
に
関
す
る
手
続
き
を
動
画
で
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
「
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

に
お
い
て
、
様
々
な
番
組
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.youtube.com

/
user/ntachannel

）

●
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　
申
告
相
談
で
お
困
り
の
時
は
、

「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
質
問
を
ご
入

力
い
た
だ
け
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
が
お
答
え

し
ま
す
。

（http://w
w
w
.chat.nta.go.jp

）

●
問
い
合
わ
せ
　
富
岡
税
務
署

☎
63―

２
２
３
５
（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

確定申告
特集ページ

富岡税務署
入場整理券

国税庁動画
チャンネル

税務相談
チャットボット

澤祐介さん

行政情報行政情報
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●
中
小
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

※
消
印
有
効

　
業
種
を
問
わ
ず
、
事
業
の
継
続

を
支
援
す
る
目
的
で
実
施
す
る
町

独
自
の
給
付
金
制
度
で
す
。

○
支
給
額
　
20
万
円
（
１
事
業
１

回
限
り
）

○
対
象
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
１
月

〜
12
月
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
１
か

月
の
売
上
が
前
年
同
月
比
20
％
〜

49
％
減
収
し
た
、
町
内
に
事
業
所

を
有
す
る
法
人
・
個
人
事
業
主

○
申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
商
工
観

光
課
宛
に
提
出
（
窓
口
又
は
郵
送
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
支
援
事
業
補
助
金

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

※

郵
送
必
着

　
町
内
に
接
客
、
対
面
販
売
等
を

行
う
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

が
、
感
染
防
止
対
策
に
要
し
た
費

用
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

○
補
助
金
額
　
１
事
業
者
に
つ
き

上
限
10
万
円

○
対
象
　
町
内
に
接
客
等
を
行
う

事
業
所
が
、
令
和
２
年
４
月
〜
令

和
３
年
３
月
ま
で
に
行
っ
た
感
染

防
止
対
策
（
申
請
時
点
で
納
品
・

支
払
い
が
完
了
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）

○
申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
商
工

観
光
課
宛
に
提
出
（
窓
口
又
は
郵

送
）

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

※

医
療
・
介
護
機
関
等
を
営
む
事

業
者
は
、
保
健
課
保
健
推
進
係
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
関
連
給
付
金
等
申
請
は
お
早
め
に
！

●
日
時
　
令
和
３
年
２
月
24
日

（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階 

母
子
保
健
室

●
内
容
　
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
母
親
の
リ
メ
イ
ク
体

操●
講
師
　（
財
）
日
本
体
育
協
会
公

認
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
指
導
員

山
田
　
久
琴
　
先
生

●
対
象
　
首
が
す
わ
っ
て
い
る
4

か
月
か
ら
4
歳
未
満
の
乳
幼
児
と

そ
の
母
親

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
２
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

子
育
て
応
援
教
室
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
マ
マ
ビ
ク
ス

　
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生

の
危
険
性
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル

な
ど
で
情
報
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
町
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
情
報

は
、
「
防
災
行
政
無
線
」
や
「
し

も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情

報
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「t-shim

onita@
sg-m

.-
jp

」
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

町
が
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す

「
し
も
に
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

　
防
災
無
線
放
送
の
内
容
を
確
認

で
き
る「
防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー

ビ
ス
（
☎
82―

４
４
３
３
）
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82―

２
１
１
１

防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合

町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

3

12月分

12月分

12月分

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

12月分 計

(12月分)

支出金額

葬儀生花6件

葬儀香典5件

手土産代9件

30,000

15,000

20,050

65,050

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し

ま
し
ょ
う
。
時
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
収

集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出
し
、

収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
専
用
袋
で
出

さ
れ
た
ペ
ン
キ
缶
・
オ
イ
ル
缶
な
ど
の

底
に
、
オ
イ
ル
や
ペ
ン
キ
な
ど
の
残
っ

て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
　

　
残
っ
た
も
の
は
す
べ
て
使
い
き
り
、

中
を
き
れ
い
に

し
て
か
ら
出
す

よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
地
域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
、
周
囲
の
環
境
美
化
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ
（
空
カ
ン
・
空
ビ
ン
・
空
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）
は
分
別
し
て
指
定
ゴ
ミ
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別
し
て

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
に
ま
と
め
て
紐
で

し
ば
り
、
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
粗
大
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込

み
）
は
、
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で

す
。
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で
き

る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店
等
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
で
使
用
し
た
マ
ス
ク
な
ど
の
捨

て
方
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
使
用
済
の
マ
ス
ク
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て
る
際
は

次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

コロナ関連給付金等の
申請はお早めに！

コロナ関連給付金等の
申請はお早めに！
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●
中
小
事
業
者
等
持
続
化
給
付
金

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

※

消
印
有
効

　
業
種
を
問
わ
ず
、
事
業
の
継
続

を
支
援
す
る
目
的
で
実
施
す
る
町

独
自
の
給
付
金
制
度
で
す
。

○
支
給
額
　
20
万
円
（
１
事
業
１

回
限
り
）

○
対
象
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
１
月

〜
12
月
の
う
ち
、
い
ず
れ
の
１
か

月
の
売
上
が
前
年
同
月
比
20
％
〜

49
％
減
収
し
た
、
町
内
に
事
業
所

を
有
す
る
法
人
・
個
人
事
業
主

○
申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
商
工
観

光
課
宛
に
提
出
（
窓
口
又
は
郵
送
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
支
援
事
業
補
助
金

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

※

郵
送
必
着

　
町
内
に
接
客
、
対
面
販
売
等
を

行
う
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

が
、
感
染
防
止
対
策
に
要
し
た
費

用
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

○
補
助
金
額
　
１
事
業
者
に
つ
き

上
限
10
万
円

○
対
象
　
町
内
に
接
客
等
を
行
う

事
業
所
が
、
令
和
２
年
４
月
〜
令

和
３
年
３
月
ま
で
に
行
っ
た
感
染

防
止
対
策
（
申
請
時
点
で
納
品
・

支
払
い
が
完
了
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
）

○
申
請
方
法
　
申
請
書
類
を
商
工

観
光
課
宛
に
提
出
（
窓
口
又
は
郵

送
）

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64―

８
８
０
５

※

医
療
・
介
護
機
関
等
を
営
む
事

業
者
は
、
保
健
課
保
健
推
進
係
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
関
連
給
付
金
等
申
請
は
お
早
め
に
！

●
日
時
　
令
和
３
年
２
月
24
日

（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場
　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
１
階 

母
子
保
健
室

●
内
容
　
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
母
親
の
リ
メ
イ
ク
体

操●
講
師
　（
財
）
日
本
体
育
協
会
公

認
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
指
導
員

山
田
　
久
琴
　
先
生

●
対
象
　
首
が
す
わ
っ
て
い
る
4

か
月
か
ら
4
歳
未
満
の
乳
幼
児
と

そ
の
母
親

●
定
員
　
10
組
程
度

●
費
用
　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
２
月
22
日

（
月
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

子
育
て
応
援
教
室
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
マ
マ
ビ
ク
ス

　
風
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
発
生

の
危
険
性
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル

な
ど
で
情
報
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
町
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
情
報

は
、
「
防
災
行
政
無
線
」
や
「
し

も
に
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
防
災
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
情

報
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「t-shim

onita@
sg-m

.-
jp

」
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

町
が
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す

「
し
も
に
た

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
」

　
防
災
無
線
放
送
の
内
容
を
確
認

で
き
る「
防
災
無
線
電
話
応
答
サ
ー

ビ
ス
（
☎
82―

４
４
３
３
）
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82―

２
１
１
１

防
災
行
政
無
線
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合

町
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を
代
表

し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交

際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町

町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基

準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま

す
。

●
令
和
２
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ

い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準
に
基

づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

（単位：円）

1

2

3

12月分

12月分

12月分

弔慰

弔慰

その他

支出内容支出日 支出区分

12月分 計

(12月分)

支出金額

葬儀生花6件

葬儀香典5件

手土産代9件

30,000

15,000

20,050

65,050

　
収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し

ま
し
ょ
う
。
時
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
収

集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
ご
み
収
集
後
の
ゴ
ミ
出
し
、

収
集
日
以
外
の
日
の
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
専
用
袋
で
出

さ
れ
た
ペ
ン
キ
缶
・
オ
イ
ル
缶
な
ど
の

底
に
、
オ
イ
ル
や
ペ
ン
キ
な
ど
の
残
っ

て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
　

　
残
っ
た
も
の
は
す
べ
て
使
い
き
り
、

中
を
き
れ
い
に

し
て
か
ら
出
す

よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

●
地
域
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
、
周
囲
の
環
境
美
化
に
も
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

●
収
集
日
で
な
い
日
に
ゴ
ミ
や
資
源
物

を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資

源
ゴ
ミ
（
空
カ
ン
・
空
ビ
ン
・
空
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）
は
分
別
し
て
指
定
ゴ
ミ
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ゴ
ミ
（
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
チ
ラ
シ
・
新
聞
紙
・
雑
誌
）
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
分
別
し
て

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
に
ま
と
め
て
紐
で

し
ば
り
、
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
出
し
て
下

さ
い
。

●
粗
大
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入
（
持
ち
込

み
）
は
、
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で

す
。
家
電
製
品
や
大
型
家
具
類
は
で
き

る
限
り
、
買
い
替
え
時
に
販
売
店
等
に

引
き
取
っ
て
も
ら
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
で
使
用
し
た
マ
ス
ク
な
ど
の
捨

て
方
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
使
用
済
の
マ
ス
ク
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
ご
み
を
捨
て
る
際
は

次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

☎
64―

８
８
１
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

☎
82―

３
１
７
９

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

収
集
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

コロナ関連給付金等の
申請はお早めに！

コロナ関連給付金等の
申請はお早めに！
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
報
告

下
仁
田
の
多
胡
石
調
査

下
仁
田
の
多
胡
石
調
査

　

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
に
よ
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
そ
の
土
地
の
自

然
や
歴
史
を
探
る
イ
ベ
ン
ト「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
de
ジ
オ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
宿
周
辺
に
は
、西
牧
関
所
跡
な
ど
、

中
山
道
の
脇
往
還「
下
仁
田
道
」の
宿
場

町
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
歴
史
が
残

っ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
本
宿
周
辺
の

下
仁
田
道
を
歩
き
な
が
ら
歴
史
を
探
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
運
動
不
足
解
消
に
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

２
月
20
日（
土
）午
前
９
時
〜
12
時

●
集
合
場
所
　
西
牧
防
災
広
場（
旧
西

中
学
校
正
門
前
）車
は
、群
馬
県
信
用
組

合
西
牧
支
店
駐
車
場
へ
　
　

●
持
ち
物
　
マ
ス
ク・
飲
み
物
、タ
オ
ル
、

帽
子
等

●
募
集
人
数
　
30
名（
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー

ク
の
会
会
員
及
び
富
岡
・
甘
楽
郡
内
在

住
者
）　
注
）行
事
の
参
加
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

※
申
込
締
切
　
２
月
12
日（
金
）

※
申
込
先
　
自
然
史
館（
☎
70
―
３
０
７
０
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況

に
よ
り
急
遽
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
行
事
の

一
貫
で「
多
胡
石
調
査
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。多
胡
石
は
褐
色
の
ざ
ら
ざ
ら
し
た
特

徴
の
あ
る
石
で
す
。県
内
で
は
上
野
三
碑

の
一
つ「
多
胡
碑
」の
ほ
か
、古
墳
の
石
室

や
富
岡
製
糸
場
の
基
礎
石
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
多
胡
石
の
広
が
り
を
調
べ
る
目
的

で
下
仁
田
駅
周
辺
の
お
墓
や
建
物
の
基

礎
に
使
わ
れ
て
い
る
石
の
調
査
を
し
ま
し

た
。

　
調
査
結
果
で
は
、下
仁
田
の
多
胡
石
の

多
く
は
、近
代
建
築
の
タ
イ
ル
や
置
物
な

ど
に
使
わ
れ
る
な
ど
、実
用
的
と
い
う
よ

り
は
芸
術
的
な
目
的
と
し
て
使
わ
れ
た

も
の
が
多
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
の
周
り
に
、多
胡
石
を

使
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
de
ジ
オ
〜
街
道

「
下
仁
田
道
を
歩
こ
う
」（
本
宿
編
）〜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
de
ジ
オ
〜
街
道

「
下
仁
田
道
を
歩
こ
う
」（
本
宿
編
）〜

行
事
案
内

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
群
馬
県
内
の
団
体
等
で
、
福
祉
向

上
へ
の
功
績
が
顕
著
な
方
へ
送
ら
れ

る
「
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
」
に

当
町
か
ら
飯
野
正
雄
さ
ん
、
金
井
勇

二
さ
ん
、
猪
野
朝
男
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
お
い
て
町

民
の
模
範
と
な
る
方
々
を
讃
え
る
た

め
表
彰
規
定
を
設
け
て
い
る
「
下
仁

田
町
功
労
者
表
彰
」
に
お
い
て
、
下

仁
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
金
井

勇
二
会
長
、
猪
野
朝
男
副
会
長
の
ご

両
名
に
表
彰
状
を
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
群
馬
県
知
事
表
彰

民
生
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
飯
野
正
雄
　
会
長
代
理

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
金
井
勇
二
　
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
猪
野
朝
男
　
副
会
長

●
下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
金
井
勇
二
　
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
猪
野
朝
男
　
副
会
長

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　
令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、

県
内
２
５
７
校
の
小
・
中
学
校
及
び

高
等
学
校
か
ら
３
，
３
２
９
点
の
応

募
が
あ
り
、
群
馬
県
審
査
の
結
果
、

小
学
６
年
永
井
奏
（
か
な
で
）
さ
ん

（
小
坂
）
の
作
品
が
入
選
し
ま
し

た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
賑
わ
い
創
出

下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
賑
わ
い
創
出

　
下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部
（
堀
口

頼
政
部
長
）
は
12
月
１
日
〜
１
月
31

日
ま
で
『
道
の
駅
し
も
に
た
』
、

「
上
信
電
鉄
下
仁
田
駅
」
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
冬

の
街
並
み
に
鮮
や
か
な
演
出
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

飯野正雄さん飯野正雄さん 金井勇二さん金井勇二さん 猪野朝男さん猪野朝男さん

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS群

馬
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
・

下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
・

下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

茂
木
先
生
寄
贈
の
標
本

日
本
初
の
ホ
タ
ル
化
石
と
認
定

茂
木
先
生
寄
贈
の
標
本

日
本
初
の
ホ
タ
ル
化
石
と
認
定

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
兜
岩
層（
荒
船
山
の
山
頂
付

近
に
あ
る
約
３
５
０
万
年
前
の
湖
の

地
層
）の
化
石
の
中
に
、日
本
初
と
な

る
ホ
タ
ル
の
化
石
が
あ
る
こ
と
が
兜

岩
層
研
究
会
の
田
中
敏
明
さ
ん（
横

浜
市
在
住
）の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
ホ
タ
ル
の
化
石
は
世
界
中
で
も
発

見
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
発
見
は
、日
本
に
い
つ
か
ら
ホ

タ
ル
が
い
た
の
か
を
探
る
と
て
も
重

要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
兜
岩
層
の
化
石
は
、か
つ
て
こ
の
地

区
で
学
校
教
員
を
さ
れ
て
い
た
、茂
木

伊
一
先
生（
故
人
）ら
が
、教
材
研
究

の
一
貫
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。茂

木
先
生
の
没
後
、遺
族
の
方
に
よ
り
、

下
仁
田
町
自
然
史
館
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
兜
岩
層
の
化
石
は
茂
木
先
生
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
、お
よ
そ

１
５
０
０
点
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、自

然
史
館
に
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
ホ
タ
ル
の
化
石

は
２
月
１
日
よ
り
展
示
公
開
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

兜
岩
は
有
名
な
化
石
産
地
で
し
た

が
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
産
出
し
な
い
た

め
、自
然
史
館
の
兜
岩
化
石
は
、た
い

へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

行
事
報
告

下
仁
田
の
多
胡
石
調
査

下
仁
田
の
多
胡
石
調
査

　

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
に
よ
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
そ
の
土
地
の
自

然
や
歴
史
を
探
る
イ
ベ
ン
ト「
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
de
ジ
オ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
宿
周
辺
に
は
、西
牧
関
所
跡
な
ど
、

中
山
道
の
脇
往
還「
下
仁
田
道
」の
宿
場

町
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
歴
史
が
残

っ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
本
宿
周
辺
の

下
仁
田
道
を
歩
き
な
が
ら
歴
史
を
探
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
運
動
不
足
解
消
に
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

２
月
20
日（
土
）午
前
９
時
〜
12
時

●
集
合
場
所
　
西
牧
防
災
広
場（
旧
西

中
学
校
正
門
前
）車
は
、群
馬
県
信
用
組

合
西
牧
支
店
駐
車
場
へ
　
　

●
持
ち
物
　
マ
ス
ク・
飲
み
物
、タ
オ
ル
、

帽
子
等

●
募
集
人
数
　
30
名（
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー

ク
の
会
会
員
及
び
富
岡
・
甘
楽
郡
内
在

住
者
）　
注
）行
事
の
参
加
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

※

申
込
締
切
　
２
月
12
日（
金
）

※

申
込
先
　
自
然
史
館（
☎
70
―
３
０
７
０
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況

に
よ
り
急
遽
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
行
事
の

一
貫
で「
多
胡
石
調
査
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。多
胡
石
は
褐
色
の
ざ
ら
ざ
ら
し
た
特

徴
の
あ
る
石
で
す
。県
内
で
は
上
野
三
碑

の
一
つ「
多
胡
碑
」の
ほ
か
、古
墳
の
石
室

や
富
岡
製
糸
場
の
基
礎
石
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
多
胡
石
の
広
が
り
を
調
べ
る
目
的

で
下
仁
田
駅
周
辺
の
お
墓
や
建
物
の
基

礎
に
使
わ
れ
て
い
る
石
の
調
査
を
し
ま
し

た
。

　
調
査
結
果
で
は
、下
仁
田
の
多
胡
石
の

多
く
は
、近
代
建
築
の
タ
イ
ル
や
置
物
な

ど
に
使
わ
れ
る
な
ど
、実
用
的
と
い
う
よ

り
は
芸
術
的
な
目
的
と
し
て
使
わ
れ
た

も
の
が
多
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
の
周
り
に
、多
胡
石
を

使
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
教

え
て
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の

た
め
、
マ
ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
企
画
展
　
下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景

の
秘
密
―
巨
大
な
本
宿
陥
没
―
開
催
中

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
de
ジ
オ
〜
街
道

「
下
仁
田
道
を
歩
こ
う
」（
本
宿
編
）〜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
de
ジ
オ
〜
街
道

「
下
仁
田
道
を
歩
こ
う
」（
本
宿
編
）〜

行
事
案
内

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

　
群
馬
県
内
の
団
体
等
で
、
福
祉
向

上
へ
の
功
績
が
顕
著
な
方
へ
送
ら
れ

る
「
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
」
に

当
町
か
ら
飯
野
正
雄
さ
ん
、
金
井
勇

二
さ
ん
、
猪
野
朝
男
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に
お
い
て
町

民
の
模
範
と
な
る
方
々
を
讃
え
る
た

め
表
彰
規
定
を
設
け
て
い
る
「
下
仁

田
町
功
労
者
表
彰
」
に
お
い
て
、
下

仁
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
金
井

勇
二
会
長
、
猪
野
朝
男
副
会
長
の
ご

両
名
に
表
彰
状
を
お
送
り
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
群
馬
県
知
事
表
彰

民
生
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
飯
野
正
雄
　
会
長
代
理

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
金
井
勇
二
　
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
猪
野
朝
男
　
副
会
長

●
下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
金
井
勇
二
　
会
　
長

　
〃
　
　
　
　
猪
野
朝
男
　
副
会
長

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　
令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、

県
内
２
５
７
校
の
小
・
中
学
校
及
び

高
等
学
校
か
ら
３
，
３
２
９
点
の
応

募
が
あ
り
、
群
馬
県
審
査
の
結
果
、

小
学
６
年
永
井
奏
（
か
な
で
）
さ
ん

（
小
坂
）
の
作
品
が
入
選
し
ま
し

た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
賑
わ
い
創
出

下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
賑
わ
い
創
出

　
下
仁
田
町
商
工
会
青
年
部
（
堀
口

頼
政
部
長
）
は
12
月
１
日
〜
１
月
31

日
ま
で
『
道
の
駅
し
も
に
た
』
、

「
上
信
電
鉄
下
仁
田
駅
」
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
冬

の
街
並
み
に
鮮
や
か
な
演
出
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

飯野正雄さん飯野正雄さん 金井勇二さん金井勇二さん 猪野朝男さん猪野朝男さん

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS群

馬
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
・

下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰
・

下
仁
田
町
功
労
者
表
彰

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

茂
木
先
生
寄
贈
の
標
本

日
本
初
の
ホ
タ
ル
化
石
と
認
定

茂
木
先
生
寄
贈
の
標
本

日
本
初
の
ホ
タ
ル
化
石
と
認
定

　
下
仁
田
町
自
然
史
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
兜
岩
層（
荒
船
山
の
山
頂
付

近
に
あ
る
約
３
５
０
万
年
前
の
湖
の

地
層
）の
化
石
の
中
に
、日
本
初
と
な

る
ホ
タ
ル
の
化
石
が
あ
る
こ
と
が
兜

岩
層
研
究
会
の
田
中
敏
明
さ
ん（
横

浜
市
在
住
）の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
ホ
タ
ル
の
化
石
は
世
界
中
で
も
発

見
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、大
変
貴

重
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
発
見
は
、日
本
に
い
つ
か
ら
ホ

タ
ル
が
い
た
の
か
を
探
る
と
て
も
重

要
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
兜
岩
層
の
化
石
は
、か
つ
て
こ
の
地

区
で
学
校
教
員
を
さ
れ
て
い
た
、茂
木

伊
一
先
生（
故
人
）ら
が
、教
材
研
究

の
一
貫
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。茂

木
先
生
の
没
後
、遺
族
の
方
に
よ
り
、

下
仁
田
町
自
然
史
館
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
兜
岩
層
の
化
石
は
茂
木
先
生
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
、お
よ
そ

１
５
０
０
点
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、自

然
史
館
に
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
ホ
タ
ル
の
化
石

は
２
月
１
日
よ
り
展
示
公
開
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

兜
岩
は
有
名
な
化
石
産
地
で
し
た

が
、現
在
は
ほ
と
ん
ど
産
出
し
な
い
た

め
、自
然
史
館
の
兜
岩
化
石
は
、た
い

へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。
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群
馬
連
合
折
込
㈱
様
か
ら

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
ご
寄
付

　
群
馬
連
合
折
込
㈱
（
鎌
田
一
郎 

代

表
取
締
役
社
長
）
様
か
ら
除
菌
用
ア

ル
コ
ー
ル
（
５
０
０
㎖×

２
４
０

本
）
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
庁
舎
、
学
校
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

衛
生
管
理
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

町
政
発
展
へ
浄
財
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
長
岡
稔
さ
ん
（
本
宿
）
か
ら
金
８

万
円
の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
複
数
年
に
渡
り
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

2/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

2/9（火）

１０：００～１１：３０

広
報しもにた

　
馬
山
小
学
校
は
１
８
７
３
年

（
明
治
６
）
12
月
３
日
栄
命
寺
に

開
校
し
て
、
同
78
年
（
同
11
）
に

大
塚
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
移
転

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
馬
山
西
学
校
は
同
73
年
（
同

６
）
12
月
２
日
石
渕
の
民
家
に
開

校
し
て
、
同
79
年
（
同
12
）
に
新

校
舎
を
山
王
下
に
建
設
し
て
移
転

し
て
い
ま
す
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
は
若
宮
に

新
校
舎
を
建
設
し
て
両
校
は
合
併

し
て
移
転
し
ま
し
て
、
校
名
は
第

十
二
小
学
校
で
す
。
建
設
に
当

た
っ
て
は
神
戸
禎
三
郎
村
長
が
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
同
97
年
（
同

30
）
に
馬
山
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
新
校

舎
を
辻
替
戸
に
落
成
し
移
転
し
て

い
ま
す
。

　
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
馬
山

小
学
校
は
県
下
で
２
校
表
彰
状
と

教
育
旗
を
受
け
た
一
校
で
す
。

　
馬
山
小
学
校
は
１
８
７
３
年

（
明
治
６
）
12
月
３
日
栄
命
寺
に

開
校
し
て
、
同
78
年
（
同
11
）
に

大
塚
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
移
転

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
馬
山
西
学
校
は
同
73
年
（
同

６
）
12
月
２
日
石
渕
の
民
家
に
開

校
し
て
、
同
79
年
（
同
12
）
に
新

校
舎
を
山
王
下
に
建
設
し
て
移
転

し
て
い
ま
す
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
は
若
宮
に

新
校
舎
を
建
設
し
て
両
校
は
合
併

し
て
移
転
し
ま
し
て
、
校
名
は
第

十
二
小
学
校
で
す
。
建
設
に
当

た
っ
て
は
神
戸
禎
三
郎
村
長
が
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
同
97
年
（
同

30
）
に
馬
山
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
新
校

舎
を
辻
替
戸
に
落
成
し
移
転
し
て

い
ま
す
。

　
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
馬
山

小
学
校
は
県
下
で
２
校
表
彰
状
と

教
育
旗
を
受
け
た
一
校
で
す
。

　
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に
新

校
舎
を
落
成
し
て
、
２
０
１
２
年

（
平
成
24
）
下
仁
田
小
学
校
に
統

合
し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
い
校
庭
は
草
が
茂
っ
て
往
時

の
面
影
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
廃
校

の
淋
し
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
て

い
ま
す
。

①
故
村
長
神
戸
禎
三
郎
翁
之
碑

（
大
正
元
年
）

　
村
政
に
永
年
貢
献
し
、
学
校
教

育
に
も
尽
力
さ
れ
た
神
戸
禎
三
郎

翁
の
顕
彰
碑
で
す
。

②
二
宮
金
次
郎
之
尊
像（
昭
和
10
年
）

　
右
面
に
「
二
宮
尊
徳
翁
八
十
年

祭
記
念
建
之
」
、
左
面
に
「
昭
和

十
年
霜
月
廿
三
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
国
旗
掲
揚
柱
（
昭
和
15
年
）

　
表
面
に
「
和
親
興
隆
」
、
右
面
に

「
祝
奉
皇
紀
二
千
六
百
年
」
、
左
面

に
明
治
四
十
四
年
三
月
高
等
科
卒

業
三
十
年
記
念
と
し
て
６
名
と
校

長
、
擔
任
訓
導
、
他
建
設
委
員
等
７

　
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に
新

校
舎
を
落
成
し
て
、
２
０
１
２
年

（
平
成
24
）
下
仁
田
小
学
校
に
統

合
し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
い
校
庭
は
草
が
茂
っ
て
往
時

の
面
影
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
廃
校

の
淋
し
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
て

い
ま
す
。

①
故
村
長
神
戸
禎
三
郎
翁
之
碑

（
大
正
元
年
）

　
村
政
に
永
年
貢
献
し
、
学
校
教

育
に
も
尽
力
さ
れ
た
神
戸
禎
三
郎

翁
の
顕
彰
碑
で
す
。

②
二
宮
金
次
郎
之
尊
像（
昭
和
10
年
）

　
右
面
に
「
二
宮
尊
徳
翁
八
十
年

祭
記
念
建
之
」
、
左
面
に
「
昭
和

十
年
霜
月
廿
三
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
国
旗
掲
揚
柱
（
昭
和
15
年
）

　
表
面
に
「
和
親
興
隆
」
、
右
面
に

「
祝
奉
皇
紀
二
千
六
百
年
」
、
左
面

に
明
治
四
十
四
年
三
月
高
等
科
卒

業
三
十
年
記
念
と
し
て
６
名
と
校

長
、
擔
任
訓
導
、
他
建
設
委
員
等
７

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
校
門
柱
（
昭
和
29
年
）

　
加
古
寅
丸
寄
贈
の
銅
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
校
舎
落
成
記
念
碑（
昭
和
54
年
）

　
裏
面
に
「
開
校
百
年
　
落
成
記

念
事
業
実
行
委
員
会
　
天
龍
寺
管

長
牧
翁
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑥
昭
和
四
拾
年
道
路
擴
幅
工
事
の

た
め
二
件
の
寄
附
物
件
は
撤
去
し

ま
し
た
と
の
石
柱
。

　
昭
和
四
拾
二
年
四
月
こ
れ
を
建

て
誌
（
し
る
）
す
と
あ
り
ま
す
。

　
門
柱
及
び
柵
を
寄
附
さ
れ
た
須

賀
國
太
郎
殿
、
竹
内
又
太
郎
殿
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑦
学
校
の
位
置
碑
（
平
成
元
年
）

　
平
成
元
年
度
卒
業
生
一
同
に
よ

る
東
経
、
北
緯
、
標
高
が
刻
ま

れ
、
そ
の
上
に
校
章
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

⑧
少
年
少
女
に
贈
る
碑（
昭
和
39
年
）

　
「
美
し
い
心
　
健
や
か
な
体
　

ゆ
る
が
ぬ
意
志
」
破
風
書
　
同
窓

　
高
栄
会
の
皆
さ
ん
55
名
が
、
祝

教
育
旗
受
賞
五
十
周
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
ご
芳
名
は

略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑨
校
門
の
碑

　
下
仁
田
町
立
馬
山
小
学
校
が
刻

ま
れ
、
大
桁
山
の
石
、
八
柱
で
飾

れ
て
い
ま
す
。

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
校
門
柱
（
昭
和
29
年
）

　
加
古
寅
丸
寄
贈
の
銅
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
校
舎
落
成
記
念
碑（
昭
和
54
年
）

　
裏
面
に
「
開
校
百
年
　
落
成
記

念
事
業
実
行
委
員
会
　
天
龍
寺
管

長
牧
翁
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑥
昭
和
四
拾
年
道
路
擴
幅
工
事
の

た
め
二
件
の
寄
附
物
件
は
撤
去
し

ま
し
た
と
の
石
柱
。

　
昭
和
四
拾
二
年
四
月
こ
れ
を
建

て
誌
（
し
る
）
す
と
あ
り
ま
す
。

　
門
柱
及
び
柵
を
寄
附
さ
れ
た
須

賀
國
太
郎
殿
、
竹
内
又
太
郎
殿
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑦
学
校
の
位
置
碑
（
平
成
元
年
）

　
平
成
元
年
度
卒
業
生
一
同
に
よ

る
東
経
、
北
緯
、
標
高
が
刻
ま

れ
、
そ
の
上
に
校
章
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

⑧
少
年
少
女
に
贈
る
碑（
昭
和
39
年
）

　
「
美
し
い
心
　
健
や
か
な
体
　

ゆ
る
が
ぬ
意
志
」
破
風
書
　
同
窓

　
高
栄
会
の
皆
さ
ん
55
名
が
、
祝

教
育
旗
受
賞
五
十
周
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
ご
芳
名
は

略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑨
校
門
の
碑

　
下
仁
田
町
立
馬
山
小
学
校
が
刻

ま
れ
、
大
桁
山
の
石
、
八
柱
で
飾

れ
て
い
ま
す
。

里
見
哲
夫

馬
山
小
学
校
跡
の
記
念
碑
跡

馬
山
小
学
校
跡
の
記
念
碑
跡

⑩
校
歌
の
碑
（
平
成
24
年
）

　
碑
の
表
面
に
は
福
田
稔
作
詞
、

八
州
秀
章
作
詞
、
鈴
木
比
呂
志
補

作
の
校
歌
が
、
裏
面
に
は
学
校
の

沿
革
が
刻
ま
れ
て
、
「
平
成
24
年

３
月
26
日
建
之
」
と
あ
り
ま
す
。

⑪
組
合
50
年
の
あ
ゆ
み
の
碑
（
平

成
24
年
）

　
馬
山
生
産
森
林
組
合
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
、
組
合
の
あ
ゆ

み
、
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
校
庭
に
は
明
治
30
年
に
大
河
原

茂
平
氏
が
寄
贈
し
た
樹
齢
１
２
０

余
年
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
36
年
に
設
置
し
た

植
物
園
に
は
、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ク
ロ
マ
ツ
等
多

く
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

⑩
校
歌
の
碑
（
平
成
24
年
）

　
碑
の
表
面
に
は
福
田
稔
作
詞
、

八
州
秀
章
作
詞
、
鈴
木
比
呂
志
補

作
の
校
歌
が
、
裏
面
に
は
学
校
の

沿
革
が
刻
ま
れ
て
、
「
平
成
24
年

３
月
26
日
建
之
」
と
あ
り
ま
す
。

⑪
組
合
50
年
の
あ
ゆ
み
の
碑
（
平

成
24
年
）

　
馬
山
生
産
森
林
組
合
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
、
組
合
の
あ
ゆ

み
、
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
校
庭
に
は
明
治
30
年
に
大
河
原

茂
平
氏
が
寄
贈
し
た
樹
齢
１
２
０

余
年
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
36
年
に
設
置
し
た

植
物
園
に
は
、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ク
ロ
マ
ツ
等
多

く
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

草
影
に
　見
つ
け
だ
し
た
る
　記
念
の
碑

　文
字
を
た
ど
り
つ
　往
時
を
偲
ぶ

語り継がれる歴史語り継がれる歴史 身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題
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群
馬
連
合
折
込
㈱
様
か
ら

除
菌
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
ご
寄
付

　
群
馬
連
合
折
込
㈱
（
鎌
田
一
郎 

代

表
取
締
役
社
長
）
様
か
ら
除
菌
用
ア

ル
コ
ー
ル
（
５
０
０
㎖×

２
４
０

本
）
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
庁
舎
、
学
校
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

衛
生
管
理
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

町
政
発
展
へ
浄
財
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
長
岡
稔
さ
ん
（
本
宿
）
か
ら
金
８

万
円
の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
複
数
年
に
渡
り
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

2/18（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

2/9（火）

１０：００～１１：３０

広
報しもにた

　
馬
山
小
学
校
は
１
８
７
３
年

（
明
治
６
）
12
月
３
日
栄
命
寺
に

開
校
し
て
、
同
78
年
（
同
11
）
に

大
塚
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
移
転

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
馬
山
西
学
校
は
同
73
年
（
同

６
）
12
月
２
日
石
渕
の
民
家
に
開

校
し
て
、
同
79
年
（
同
12
）
に
新

校
舎
を
山
王
下
に
建
設
し
て
移
転

し
て
い
ま
す
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
は
若
宮
に

新
校
舎
を
建
設
し
て
両
校
は
合
併

し
て
移
転
し
ま
し
て
、
校
名
は
第

十
二
小
学
校
で
す
。
建
設
に
当

た
っ
て
は
神
戸
禎
三
郎
村
長
が
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
同
97
年
（
同

30
）
に
馬
山
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
新
校

舎
を
辻
替
戸
に
落
成
し
移
転
し
て

い
ま
す
。

　
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
馬
山

小
学
校
は
県
下
で
２
校
表
彰
状
と

教
育
旗
を
受
け
た
一
校
で
す
。

　
馬
山
小
学
校
は
１
８
７
３
年

（
明
治
６
）
12
月
３
日
栄
命
寺
に

開
校
し
て
、
同
78
年
（
同
11
）
に

大
塚
に
新
校
舎
を
建
設
し
て
移
転

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
馬
山
西
学
校
は
同
73
年
（
同

６
）
12
月
２
日
石
渕
の
民
家
に
開

校
し
て
、
同
79
年
（
同
12
）
に
新

校
舎
を
山
王
下
に
建
設
し
て
移
転

し
て
い
ま
す
。

　
同
84
年
（
同
17
）
に
は
若
宮
に

新
校
舎
を
建
設
し
て
両
校
は
合
併

し
て
移
転
し
ま
し
て
、
校
名
は
第

十
二
小
学
校
で
す
。
建
設
に
当

た
っ
て
は
神
戸
禎
三
郎
村
長
が
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
同
97
年
（
同

30
）
に
馬
山
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
新
校

舎
を
辻
替
戸
に
落
成
し
移
転
し
て

い
ま
す
。

　
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
馬
山

小
学
校
は
県
下
で
２
校
表
彰
状
と

教
育
旗
を
受
け
た
一
校
で
す
。

　
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に
新

校
舎
を
落
成
し
て
、
２
０
１
２
年

（
平
成
24
）
下
仁
田
小
学
校
に
統

合
し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
い
校
庭
は
草
が
茂
っ
て
往
時

の
面
影
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
廃
校

の
淋
し
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
て

い
ま
す
。

①
故
村
長
神
戸
禎
三
郎
翁
之
碑

（
大
正
元
年
）

　
村
政
に
永
年
貢
献
し
、
学
校
教

育
に
も
尽
力
さ
れ
た
神
戸
禎
三
郎

翁
の
顕
彰
碑
で
す
。

②
二
宮
金
次
郎
之
尊
像（
昭
和
10
年
）

　
右
面
に
「
二
宮
尊
徳
翁
八
十
年

祭
記
念
建
之
」
、
左
面
に
「
昭
和

十
年
霜
月
廿
三
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
国
旗
掲
揚
柱
（
昭
和
15
年
）

　
表
面
に
「
和
親
興
隆
」
、
右
面
に

「
祝
奉
皇
紀
二
千
六
百
年
」
、
左
面

に
明
治
四
十
四
年
三
月
高
等
科
卒

業
三
十
年
記
念
と
し
て
６
名
と
校

長
、
擔
任
訓
導
、
他
建
設
委
員
等
７

　
１
９
７
９
年
（
昭
和
54
）
に
新

校
舎
を
落
成
し
て
、
２
０
１
２
年

（
平
成
24
）
下
仁
田
小
学
校
に
統

合
し
て
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
い
校
庭
は
草
が
茂
っ
て
往
時

の
面
影
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
廃
校

の
淋
し
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
て

い
ま
す
。

①
故
村
長
神
戸
禎
三
郎
翁
之
碑

（
大
正
元
年
）

　
村
政
に
永
年
貢
献
し
、
学
校
教

育
に
も
尽
力
さ
れ
た
神
戸
禎
三
郎

翁
の
顕
彰
碑
で
す
。

②
二
宮
金
次
郎
之
尊
像（
昭
和
10
年
）

　
右
面
に
「
二
宮
尊
徳
翁
八
十
年

祭
記
念
建
之
」
、
左
面
に
「
昭
和

十
年
霜
月
廿
三
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

③
国
旗
掲
揚
柱
（
昭
和
15
年
）

　
表
面
に
「
和
親
興
隆
」
、
右
面
に

「
祝
奉
皇
紀
二
千
六
百
年
」
、
左
面

に
明
治
四
十
四
年
三
月
高
等
科
卒

業
三
十
年
記
念
と
し
て
６
名
と
校

長
、
擔
任
訓
導
、
他
建
設
委
員
等
７

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
校
門
柱
（
昭
和
29
年
）

　
加
古
寅
丸
寄
贈
の
銅
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
校
舎
落
成
記
念
碑（
昭
和
54
年
）

　
裏
面
に
「
開
校
百
年
　
落
成
記

念
事
業
実
行
委
員
会
　
天
龍
寺
管

長
牧
翁
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑥
昭
和
四
拾
年
道
路
擴
幅
工
事
の

た
め
二
件
の
寄
附
物
件
は
撤
去
し

ま
し
た
と
の
石
柱
。

　
昭
和
四
拾
二
年
四
月
こ
れ
を
建

て
誌
（
し
る
）
す
と
あ
り
ま
す
。

　
門
柱
及
び
柵
を
寄
附
さ
れ
た
須

賀
國
太
郎
殿
、
竹
内
又
太
郎
殿
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑦
学
校
の
位
置
碑
（
平
成
元
年
）

　
平
成
元
年
度
卒
業
生
一
同
に
よ

る
東
経
、
北
緯
、
標
高
が
刻
ま

れ
、
そ
の
上
に
校
章
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

⑧
少
年
少
女
に
贈
る
碑（
昭
和
39
年
）

　
「
美
し
い
心
　
健
や
か
な
体
　

ゆ
る
が
ぬ
意
志
」
破
風
書
　
同
窓

　
高
栄
会
の
皆
さ
ん
55
名
が
、
祝

教
育
旗
受
賞
五
十
周
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
ご
芳
名
は

略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑨
校
門
の
碑

　
下
仁
田
町
立
馬
山
小
学
校
が
刻

ま
れ
、
大
桁
山
の
石
、
八
柱
で
飾

れ
て
い
ま
す
。

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
校
門
柱
（
昭
和
29
年
）

　
加
古
寅
丸
寄
贈
の
銅
板
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑤
校
舎
落
成
記
念
碑（
昭
和
54
年
）

　
裏
面
に
「
開
校
百
年
　
落
成
記

念
事
業
実
行
委
員
会
　
天
龍
寺
管

長
牧
翁
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

⑥
昭
和
四
拾
年
道
路
擴
幅
工
事
の

た
め
二
件
の
寄
附
物
件
は
撤
去
し

ま
し
た
と
の
石
柱
。

　
昭
和
四
拾
二
年
四
月
こ
れ
を
建

て
誌
（
し
る
）
す
と
あ
り
ま
す
。

　
門
柱
及
び
柵
を
寄
附
さ
れ
た
須

賀
國
太
郎
殿
、
竹
内
又
太
郎
殿
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑦
学
校
の
位
置
碑
（
平
成
元
年
）

　
平
成
元
年
度
卒
業
生
一
同
に
よ

る
東
経
、
北
緯
、
標
高
が
刻
ま

れ
、
そ
の
上
に
校
章
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

⑧
少
年
少
女
に
贈
る
碑（
昭
和
39
年
）

　
「
美
し
い
心
　
健
や
か
な
体
　

ゆ
る
が
ぬ
意
志
」
破
風
書
　
同
窓

　
高
栄
会
の
皆
さ
ん
55
名
が
、
祝

教
育
旗
受
賞
五
十
周
年
を
記
念
し

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
ご
芳
名
は

略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

⑨
校
門
の
碑

　
下
仁
田
町
立
馬
山
小
学
校
が
刻

ま
れ
、
大
桁
山
の
石
、
八
柱
で
飾

れ
て
い
ま
す
。

里
見
哲
夫

馬
山
小
学
校
跡
の
記
念
碑
跡

馬
山
小
学
校
跡
の
記
念
碑
跡

⑩
校
歌
の
碑
（
平
成
24
年
）

　
碑
の
表
面
に
は
福
田
稔
作
詞
、

八
州
秀
章
作
詞
、
鈴
木
比
呂
志
補

作
の
校
歌
が
、
裏
面
に
は
学
校
の

沿
革
が
刻
ま
れ
て
、
「
平
成
24
年

３
月
26
日
建
之
」
と
あ
り
ま
す
。

⑪
組
合
50
年
の
あ
ゆ
み
の
碑
（
平

成
24
年
）

　
馬
山
生
産
森
林
組
合
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
、
組
合
の
あ
ゆ

み
、
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
校
庭
に
は
明
治
30
年
に
大
河
原

茂
平
氏
が
寄
贈
し
た
樹
齢
１
２
０

余
年
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
36
年
に
設
置
し
た

植
物
園
に
は
、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ク
ロ
マ
ツ
等
多

く
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

⑩
校
歌
の
碑
（
平
成
24
年
）

　
碑
の
表
面
に
は
福
田
稔
作
詞
、

八
州
秀
章
作
詞
、
鈴
木
比
呂
志
補

作
の
校
歌
が
、
裏
面
に
は
学
校
の

沿
革
が
刻
ま
れ
て
、
「
平
成
24
年

３
月
26
日
建
之
」
と
あ
り
ま
す
。

⑪
組
合
50
年
の
あ
ゆ
み
の
碑
（
平

成
24
年
）

　
馬
山
生
産
森
林
組
合
創
立
50
周

年
を
記
念
し
て
、
組
合
の
あ
ゆ

み
、
沿
革
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
校
庭
に
は
明
治
30
年
に
大
河
原

茂
平
氏
が
寄
贈
し
た
樹
齢
１
２
０

余
年
の
ク
ス
ノ
キ
が
植
樹
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
36
年
に
設
置
し
た

植
物
園
に
は
、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ク
ロ
マ
ツ
等
多

く
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

草
影
に
　見
つ
け
だ
し
た
る
　記
念
の
碑

　文
字
を
た
ど
り
つ
　往
時
を
偲
ぶ

語り継がれる歴史語り継がれる歴史 身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
、
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時

令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
（
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
）
に
つ
い
て
、
よ
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
し
、
そ
の
検
察
官
の
行

為
に
関
し
民
意
を
反
映
さ
せ
て
適

正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制

度
で
す
。

　
検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
に
選

ば
れ
た
ら
、
是
非
こ
の
制
度
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
８
５

検
察
審
査
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
７
月
16
日
か
ら
取
り

組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義

援
金
の
受
付
は
、
同
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
６
１
８
，
７
０

４
円
で
し
た
。大
勢
の
町
民
皆
様
や

各
種
団
体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
被
災
地
の

方
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
内
線
３
２
０

　
自
衛
隊
は
主
に
国
を
守
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　「
人
」
が
最
も
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
教
育
訓
練
を
重
ね
、
各
部
隊
で

活
躍
で
き
る
よ
う
育
成
し
て
い
ま

す
。

　
仕
事
に
お
い
て
も
、
陸
・
海
・
空

の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
仕
事
の
種

類
は
１
０
０
種
類
あ
り
、
体
力
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
自
分
に
合
っ
た

も
の
が
必
ず
見
つ
か
り
、や
り
が
い

●
持
参
す
る
も
の

（
1
） 本
人
確
認
書
類

（
2
） 印
鑑

（
3
） 請
求
者
の
現
在
戸
籍

※
請
求
者
の
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
、
代
理
人
に
よ
る
請
求
も
可
能
で

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
２
月
２
日
、
３
月
２
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
１
時

●
場
所 

　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
　
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

介
護
車
両
購
入
費

補
助
金
の
ご
案
内

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

検
察
審
査
会
制
度
と
は
？

２
月
期
の
児
童
手
当

行
政
相
談

令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金
へ
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

防
衛
省
自
衛
隊
の
ご
案
内

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
の
請
求
を
受
付
中
で
す

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
２
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
２
月
10
日
（
水
）
に
各
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

　
町
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
等
の

要
介
護
高
齢
者
又
は
、
身
体
障
が
い

者
等
を
抱
え
る
家
族
等
が
要
介
護

者
を
同
乗
さ
せ
て
外
出
す
る
場
合

に
使
用
す
る
車
い
す
仕
様
等
車
両

を
購
入（
改
造
含
む
）す
る
際
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
次
に

該
当
す
る
要
介
護
者
又
は
要
介
護

者
を
抱
え
る
家
族

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
日
常
的

に
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
か
、
今

後
、
日
常
的
な
使
用
が
見
込
ま
れ
る

高
齢
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
１
級
又
は
２
級

の
下
肢
、
体
幹
障
が
い
者
か
、
１
級

又
は
２
級
の
下
肢
、
体
幹
の
重
複
障

が
い
者

●
補
助
金
額

　
１
台
当
た
り
10
万
円
を
限
度
と

し
ま
す

●
申
請
手
続
き
方
法

　
購
入
（
改
造
）
前
に
所
定
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

①
に
該
当
の
方

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

②
に
該
当
の
方

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日
本
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没

者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を

表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
を
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
方
（
第
十
回
請
求

し
た
方
）
は
期
間
内
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者

1
．戦
没
者
等
の
子

2
．戦
没
者
等
の
（
1
）
父
母
、（
2
）

孫
、（
3
）祖
父
母
、（
4
）兄
弟
姉
妹

3
．右
記
1
〜
２
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
る

●
支
給
内
容
　額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す

●
請
求
窓
口
　下
仁
田
町
役
場
　

福
祉
課
　
福
祉
係
（
請
求
者
の
住
所

を
有
す
る
役
所
）

を
持
て
る
仕
事
で
す
。

　
群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
、
令
和

三
年
春
の
採
用
予
定
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。自
衛
官
候
補
生

で
す
。

自
衛
官
候
補
生

●
試
験
資
格

18
歳
〜
33
歳
未
満

●
受
付
期
間

受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。

●
試
験
日
・
場
所

令
和
３
年
２
月
13
日

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地

令
和
３
年
３
月
８
日

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
　
高
崎
地
域
事
務
所

住
　
所
　
高
崎
市
あ
ら
町
五
―
五

☎
０
２
７
―
３
２
６
―
１
７
６
１

又
は
、募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
―
０
６
３
―
７
９
２
ま
で

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
の
焼

却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及
び
町
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の
健
康

被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
冬
季
は
乾
燥
し
て
い
て
、

付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の
延
焼
す

る
恐
れ
が
高
く
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が
原

因
の
火
災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内

の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い

ま
す
）ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は

燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ご
み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の

ご
み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用

し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お

い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、

改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

https://w
w
w
.courts.go.jp/kensin/
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
の
試
験
放
送
が
、
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時

令
和
３
年
２
月
17
日（
水
）

午
前
11
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
地
域
安
全
係

☎
82
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
（
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
）
に
つ
い
て
、
よ
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
し
、
そ
の
検
察
官
の
行

為
に
関
し
民
意
を
反
映
さ
せ
て
適

正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
制

度
で
す
。

　
検
察
審
査
員
及
び
補
充
員
に
選

ば
れ
た
ら
、
是
非
こ
の
制
度
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
７
―
３
２
２
―
３
５
８
５

検
察
審
査
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
７
月
16
日
か
ら
取
り

組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
同
義

援
金
の
受
付
は
、
同
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
義
援
金
の
総
額
は
６
１
８
，
７
０

４
円
で
し
た
。大
勢
の
町
民
皆
様
や

各
種
団
体
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、
被
災
地
の

方
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
内
線
３
２
０

　
自
衛
隊
は
主
に
国
を
守
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　「
人
」
が
最
も
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
教
育
訓
練
を
重
ね
、
各
部
隊
で

活
躍
で
き
る
よ
う
育
成
し
て
い
ま

す
。

　
仕
事
に
お
い
て
も
、
陸
・
海
・
空

の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
仕
事
の
種

類
は
１
０
０
種
類
あ
り
、
体
力
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
自
分
に
合
っ
た

も
の
が
必
ず
見
つ
か
り
、や
り
が
い

●
持
参
す
る
も
の

（
1
） 本
人
確
認
書
類

（
2
） 印
鑑

（
3
） 請
求
者
の
現
在
戸
籍

※
請
求
者
の
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
、
代
理
人
に
よ
る
請
求
も
可
能
で

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
8
8
0
3

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
２
月
２
日
、
３
月
２
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
１
時

●
場
所 

　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
　
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

介
護
車
両
購
入
費

補
助
金
の
ご
案
内

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
い
て

検
察
審
査
会
制
度
と
は
？

２
月
期
の
児
童
手
当

行
政
相
談

令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金
へ
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

防
衛
省
自
衛
隊
の
ご
案
内

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
の
請
求
を
受
付
中
で
す

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
２
月
26

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
２
月
10
日
（
水
）
に
各
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。 

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

　
町
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
等
の

要
介
護
高
齢
者
又
は
、
身
体
障
が
い

者
等
を
抱
え
る
家
族
等
が
要
介
護

者
を
同
乗
さ
せ
て
外
出
す
る
場
合

に
使
用
す
る
車
い
す
仕
様
等
車
両

を
購
入（
改
造
含
む
）す
る
際
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
次
に

該
当
す
る
要
介
護
者
又
は
要
介
護

者
を
抱
え
る
家
族

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
日
常
的

に
車
い
す
を
使
用
し
て
い
る
か
、
今

後
、
日
常
的
な
使
用
が
見
込
ま
れ
る

高
齢
者

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
１
級
又
は
２
級

の
下
肢
、
体
幹
障
が
い
者
か
、
１
級

又
は
２
級
の
下
肢
、
体
幹
の
重
複
障

が
い
者

●
補
助
金
額

　
１
台
当
た
り
10
万
円
を
限
度
と

し
ま
す

●
申
請
手
続
き
方
法

　
購
入
（
改
造
）
前
に
所
定
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

①
に
該
当
の
方

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
４

②
に
該
当
の
方

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

　
特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
日
本
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没

者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
意
の
意
を

表
す
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
を
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
方
（
第
十
回
請
求

し
た
方
）
は
期
間
内
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
者

1
．戦
没
者
等
の
子

2
．戦
没
者
等
の
（
1
）
父
母
、（
2
）

孫
、（
3
）祖
父
母
、（
4
）兄
弟
姉
妹

3
．右
記
1
〜
２
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
る

●
支
給
内
容
　額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す

●
請
求
窓
口
　下
仁
田
町
役
場
　

福
祉
課
　
福
祉
係
（
請
求
者
の
住
所

を
有
す
る
役
所
）

を
持
て
る
仕
事
で
す
。

　
群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
、
令
和

三
年
春
の
採
用
予
定
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。自
衛
官
候
補
生

で
す
。

自
衛
官
候
補
生

●
試
験
資
格

18
歳
〜
33
歳
未
満

●
受
付
期
間

受
付
は
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。

●
試
験
日
・
場
所

令
和
３
年
２
月
13
日

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地

令
和
３
年
３
月
８
日

自
衛
隊
相
馬
原
駐
屯
地

●
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
　
高
崎
地
域
事
務
所

住
　
所
　
高
崎
市
あ
ら
町
五
―
五

☎
０
２
７
―
３
２
６
―
１
７
６
１

又
は
、募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
―
０
６
３
―
７
９
２
ま
で

　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
の
焼

却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及
び
町
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生
の

原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の
健
康

被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
冬
季
は
乾
燥
し
て
い
て
、

付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の
延
焼
す

る
恐
れ
が
高
く
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が
原

因
の
火
災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内

の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い

ま
す
）ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は

燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ご
み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町
の

ご
み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用

し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お

い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、

改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係
（
下
仁
田
町
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）　
☎
82
―
5
4
9
0

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
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健康健康

●
申
込
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
〜

令
和
３
年
10
月
29
日
（
金
）

●
申
込
受
付
時
間

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

●
受
診
で
き
る
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）
〜

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

●
実
施
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
）
の
被
保
険
者
で
、
検

査
日
ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て
い

る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
）
を
完
納
し
て
い

る
人

・
町
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し

な
い
人

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察
（
内
科
）
、
心
電
図
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
カ
メ
ラ
、
エ

コ
ー
、
血
液
検
査
、
大
腸
フ
ァ
イ

バ
ー
（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の

み
）
及
び
負
荷
血
糖
検
査
（
１
泊

２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、

頸
動
脈
エ
コ
ー
、
骨
密
度
測
定
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ

Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
9
）
、
女
性
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・

Ｃ
Ａ
19
―
9
・
Ｃ
Ａ
1
2
5
・
Ｃ

Ａ
15
―
3
）
な
ど
は
別
途
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用
・
募
集
人
数
（
予
定
）

　
令
和
３
年
度
の
費
用
・
募
集
人

数
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
４
月
の
広
報
で
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
も
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
と
同
額
の
自
己
負
担
で
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
日
帰
り
の

み
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
82
―
３

５
５
５
）
へ
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
の
旨
を
伝
え
て
、
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
受
診
で
き
る

の
は
、
４
月
１
日
以
降
）

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
令
和
3
年
度 

国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集 

〜
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

区分

［費用・募集人数（予定）］

１日ドック
（日帰り）

短期ドック
（１泊２日）
※国保のみ

受診期間

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

費用総額

36,300円

66,000円

個人負担

11,300円

26,000円

国保/
後期負担

25,000円

40,000円

募集人数

国保：170人
後期：100人

国保：20人

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

2
月

11
・
28

7 142123

3
月287

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

20 1421

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
道
の
駅
葱
の
談
義
は
冬
の
花

　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
西
牧
川
岸
辺
彩
ど
る
花
氷

　
　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
小
春
日
に
老
の
心
も
そ
れ
な
り
に
心
良
き
風
歌
う
鼻
歌

　
　

 

　
　
　
　

  
（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
時
流
る
人
影
ま
ば
ら
過
疎
の
村
無
人
の
バ
ス
が
走
り
去
る
け
り  

　
　

 

（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
子
の
く
れ
し
ミ
ツ
入
り
り
ん
ご
食
む
夕
げ
今
日
の
三
密
い
か
が
と
語
る

　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
赤
い
芽
が
小
枝
の
先
に
出
て
き
た
よ
春
の
準
備
を
し
て
い
る
ん
だ
ね   

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
マ
フ
ラ
ー
で
頬
か
む
り
し
て
畑
廻
り
早
咲
き
の
梅
枝
に
二
、
三
輪   

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

む

こ

は

【
星
俳
句
会
十
二
月
句
会
】

■
満
点
の
星
を
宿
し
て
冬
木
立

　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
彩
り
を
静
か
に
落
と
し
山
眠
る

　
　
　
　新
井
笑
子

■
蒼
天
に
加
ふ
彩
り
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
着
膨
れ
の
影
の
一
人
と
バ
ス
を
待
つ

　
　須
藤
禮
子

■
先
見
え
ぬ
不
安
を
沈
め
冬
至
風
呂

　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
や
は
や
ぶ
さ
ツ
ウ
に
湧
く
師
走

　
　
　吉
田
文
子

■
渓
谷
の
巨
石
を
縫
う
て
川
枯
れ
る

　
　
　
　

  

　工
藤
初
恵

■
お
し
ゃ
べ
り
が
会
話
と
な
る
児
み
か
ん
剥
く

　佐
藤
志
げ
子

■
障
子
貼
る
思
い
も
よ
ら
ぬ
娘
の
手
際

　
　
　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

12月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

鈴木英治

鈴木英治

畠山健二

坂岡　真

上田秀人

上田秀人

岡本さとる

岡本さとる

佐々木裕一

佐伯泰英

原田マハ

書名

口入屋用心棒シリーズ

父子十手捕物日記シリーズ 

本所おけら長屋シリーズ

はぐれ又兵衛例繰控シリーズ

勘定吟味役異聞シリーズ

日雇い浪人生活録シリーズ

若鷹武芸帖シリーズ

熱血一刀流シリーズ

新・浪人若さま新見左近シリーズ

新・酔いどれ小籐次

ハグとナガラ

著者名

小川　糸

青山七恵

凪良ゆう

瀬尾まいこ

ヨシタケシンスケ

トロル

丸山誠司

スーザン・ヴァーデ

ジョイス・ラパン

池上　彰

書名

とわの庭

みがわり

滅びの前のシャングリラ

夜明けのすべて

モヤモヤそうだんクリニック

おしりたんていシリーズ

でんちゃんとせんちゃん

みずをくむプリンセス

月でたんじょうパーティーをひらいたら

世界がぐっと近くなるSDGsとボクらをつなぐ本
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健康健康

●
申
込
受
付
期
間

令
和
３
年
２
月
１
日
（
月
）
〜

令
和
３
年
10
月
29
日
（
金
）

●
申
込
受
付
時
間

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

●
受
診
で
き
る
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
（
木
）
〜

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

●
実
施
機
関

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
対
象

・
国
民
健
康
保
険
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
）
の
被
保
険
者
で
、
検

査
日
ま
で
引
き
続
き
加
入
し
て
い

る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
（
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
）
を
完
納
し
て
い

る
人

・
町
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し

な
い
人

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察
（
内
科
）
、
心
電
図
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
胃
カ
メ
ラ
、
エ

コ
ー
、
血
液
検
査
、
大
腸
フ
ァ
イ

バ
ー
（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の

み
）
及
び
負
荷
血
糖
検
査
（
１
泊

２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）
な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、

頸
動
脈
エ
コ
ー
、
骨
密
度
測
定
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ

Ａ
・
Ｃ
Ａ
19
―
9
）
、
女
性
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・

Ｃ
Ａ
19
―
9
・
Ｃ
Ａ
1
2
5
・
Ｃ

Ａ
15
―
3
）
な
ど
は
別
途
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用
・
募
集
人
数
（
予
定
）

　
令
和
３
年
度
の
費
用
・
募
集
人

数
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
４
月
の
広
報
で
再
度
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

★
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
も
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
と
同
額
の
自
己
負
担
で
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

予
定
で
す
。
た
だ
し
、
日
帰
り
の

み
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院
（
☎
82
―
３

５
５
５
）
へ
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ

ク
受
診
の
旨
を
伝
え
て
、
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
受
診
で
き
る

の
は
、
４
月
１
日
以
降
）

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
令
和
3
年
度 

国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集 

〜
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

区分

［費用・募集人数（予定）］

１日ドック
（日帰り）

短期ドック
（１泊２日）
※国保のみ

受診期間

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

費用総額

36,300円

66,000円

個人負担

11,300円

26,000円

国保/
後期負担

25,000円

40,000円

募集人数

国保：170人
後期：100人

国保：20人

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

２
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

2
月

11
・
28

7 142123

3
月287

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

20 1421

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
道
の
駅
葱
の
談
義
は
冬
の
花

　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
西
牧
川
岸
辺
彩
ど
る
花
氷

　
　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
小
春
日
に
老
の
心
も
そ
れ
な
り
に
心
良
き
風
歌
う
鼻
歌

　
　

 

　
　
　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
時
流
る
人
影
ま
ば
ら
過
疎
の
村
無
人
の
バ
ス
が
走
り
去
る
け
り  

　
　

 

（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
子
の
く
れ
し
ミ
ツ
入
り
り
ん
ご
食
む
夕
げ
今
日
の
三
密
い
か
が
と
語
る

　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
赤
い
芽
が
小
枝
の
先
に
出
て
き
た
よ
春
の
準
備
を
し
て
い
る
ん
だ
ね   

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
マ
フ
ラ
ー
で
頬
か
む
り
し
て
畑
廻
り
早
咲
き
の
梅
枝
に
二
、
三
輪   

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

む

こ

は

【
星
俳
句
会
十
二
月
句
会
】

■
満
点
の
星
を
宿
し
て
冬
木
立

　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
彩
り
を
静
か
に
落
と
し
山
眠
る

　
　
　
　新
井
笑
子

■
蒼
天
に
加
ふ
彩
り
冬
紅
葉

　
　
　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
着
膨
れ
の
影
の
一
人
と
バ
ス
を
待
つ

　
　須
藤
禮
子

■
先
見
え
ぬ
不
安
を
沈
め
冬
至
風
呂

　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
や
は
や
ぶ
さ
ツ
ウ
に
湧
く
師
走

　
　
　吉
田
文
子

■
渓
谷
の
巨
石
を
縫
う
て
川
枯
れ
る

　
　
　
　

  

　工
藤
初
恵

■
お
し
ゃ
べ
り
が
会
話
と
な
る
児
み
か
ん
剥
く

　佐
藤
志
げ
子

■
障
子
貼
る
思
い
も
よ
ら
ぬ
娘
の
手
際

　
　
　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

12月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

鈴木英治

鈴木英治

畠山健二

坂岡　真

上田秀人

上田秀人

岡本さとる

岡本さとる

佐々木裕一

佐伯泰英

原田マハ

書名

口入屋用心棒シリーズ

父子十手捕物日記シリーズ 

本所おけら長屋シリーズ

はぐれ又兵衛例繰控シリーズ

勘定吟味役異聞シリーズ

日雇い浪人生活録シリーズ

若鷹武芸帖シリーズ

熱血一刀流シリーズ

新・浪人若さま新見左近シリーズ

新・酔いどれ小籐次

ハグとナガラ

著者名

小川　糸

青山七恵

凪良ゆう

瀬尾まいこ

ヨシタケシンスケ

トロル

丸山誠司

スーザン・ヴァーデ

ジョイス・ラパン

池上　彰

書名

とわの庭

みがわり

滅びの前のシャングリラ

夜明けのすべて

モヤモヤそうだんクリニック

おしりたんていシリーズ

でんちゃんとせんちゃん

みずをくむプリンセス

月でたんじょうパーティーをひらいたら

世界がぐっと近くなるSDGsとボクらをつなぐ本
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健康健康

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
家
庭
、
労
働
・

雇
用
、
学
校
等
の
暮
ら
し
に
様
々

な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
や

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
て
い
た
ら
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　【
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
】で

は
、
地
域
別
、
方
法
別
、
悩
み
別

に
相
談
窓
口
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
で
詳
細
別
で

相
談
窓
口
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常

時
使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入

費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
対
象
期
間
は
令
和
２
年

９
月
購
入
分
か
ら
令
和
３
年
２
月

購
入
分
ま
で
（
後
期
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
前
期
分
（
令
和
２
年
３
月
か
ら

令
和
２
年
８
月
の
購
入
分
）
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け

て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
・
2

級
」
の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
期
間

（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
を
含
む
）

が
あ
る
月
は
対
象
外

●
扶
助
額

　
購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
，
０

０
０
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

　
２
月
10
日
（
水
）
〜
３
月
10
日

（
水
）
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ

（
複
数
所
持
者
は
す
べ
て
）

②
領
収
証
（
「
誰
が
使
う
紙
お
む

つ
を
い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」
が

わ
か
る
よ
う
に
「
宛
名
・
た
だ
し

書
き
・
金
額
」
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
店
舗
の
印
が
あ
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。
レ
ジ
か
ら

打
ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領

収
証
は
、
店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受

付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店

番
・
口
座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期

間
が
わ
か
る
も
の
（
メ
モ
や
口
頭

で
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
８
８
０
２
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を

持
ち
、
軽
度
な
体
調
不
良
は
自
分

で
手
当
て
す
る
こ
と
で
す
。

●
こ
ん
な
こ
と
も
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン

・
風
邪
か
な
と
思
っ
た
ら
栄
養
ド
リ

ン
ク
を
飲
ん
で
早
め
に
休
む
こ
と

・
頭
痛
が
し
た
ら
市
販
の
頭
痛
薬

を
飲
む
こ
と

・
け
が
を
し
た
ら
絆
創
膏
を
貼
る

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

病
気
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
に

役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関

で
診
て
も
ら
う
時
間
や
手
間
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

結
果
と
し
て
医
療
費
の
増
加
を
防

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
自
分
の

健
康
を
管
理
す
る

　
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
、
十
分
な
睡
眠
や
休
息

を
と
り
、
定
期
的
に
運
動
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
毎

年
の
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
結
果
を
確
認
し
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
軽
い
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

　
日
ご
ろ
よ
く
経
験
す
る
頭
痛

や
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
な
ど
の

症
状
の
と
き
は
、
薬
局
で
医
師
の

処
方
箋
な
し
で
購
入
で
き
る
市
販

薬
（
O
C
T
医
薬
品
）
を
使
い
、

無
理
せ
ず
休
ん
で
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
普
段
感
じ
た

こ
と
の
な
い
痛
み
や
不
調
、
市
販

薬
を
使
用
し
て
も
改
善
し
な
い
場

合
な
ど
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
販
薬
を
購
入
す
る
時
も
お
薬

手
帳
を
持
参
し
て
、
す
で
に
飲
ん

で
い
る
薬
の
成
分
と
の
重
複
や
飲

み
合
わ
せ
に
悪
影
響
が
な
い
か
な

ど
を
薬
剤
師
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。〜
希
望
の
リ
レ
ー

〜
一
足
先
に
認
知
症
に
な
っ
た
私
た
ち

か
ら
す
べ
て
の
人
た
ち
へ

〜
前
文
〜

　
私
た
ち
は
、
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
日
々
い
ろ
ん
な
事
が
起

き
、
不
安
や
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
一
度
き
り
し
か
な
い

自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、
希

望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

た
い
。
次
に
続
く
人
た
ち
が
、
暗
い
ト

ン
ネ
ル
に
迷
い
込
ま
ず
に
も
っ
と
楽

に
、
い
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
意
思
を

も
と
に
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希

望
宣
言
」
を
し
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
ス

タ
ー
ト
に
、
自
分
も
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
人
、
そ
し
て
よ

り
良
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。〜
希
望
の
リ
レ
ー

〜
一
足
先
に
認
知
症
に
な
っ
た
私
た
ち

か
ら
す
べ
て
の
人
た
ち
へ

〜
前
文
〜

　
私
た
ち
は
、
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
日
々
い
ろ
ん
な
事
が
起

き
、
不
安
や
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
一
度
き
り
し
か
な
い

自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、
希

望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

た
い
。
次
に
続
く
人
た
ち
が
、
暗
い
ト

ン
ネ
ル
に
迷
い
込
ま
ず
に
も
っ
と
楽

に
、
い
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
意
思
を

も
と
に
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希

望
宣
言
」
を
し
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
ス

タ
ー
ト
に
、
自
分
も
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
人
、
そ
し
て
よ

り
良
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

本
文

①
自
分
自
身
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
常
識

の
殻
を
破
り
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い

き
ま
す
。

②
自
分
の
力
を
活
か
し
て
、
大
切
に
し

た
い
暮
ら
し
を
続
け
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
。

③
私
た
ち
本
人
同
士
が
、
出
会
い
、
つ

な
が
り
、
生
き
る
力
を
わ
き
立
た
せ
、

元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

④
自
分
の
思
い
や
希
望
を
伝
え
な
が

ら
、
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

を
、
身
近
な
ま
ち
で
み
つ
け
、
一
緒
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
認
知
症
と
と
も
に
生
き
て
い
く
体
験

や
工
夫
を
活
か
し
、
暮
ら
し
や
す
い
わ
が

ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
11
月
１
日
　
日
本
認
知
症

本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
　
厚
生
労

働
省
に
て
表
明

　
こ
の
希
望
宣
言
が
、
さ
ざ
波
の
よ
う

に
広
が
り
、
希
望
の
日
々
に
向
け
た
大

き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
こ

こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

さ
っ
そ
く
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
ご
本
人
の
や
り
た
い
こ
と
、
何
で

し
ょ
う
？
』
実
現
を
後
押
し
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
２
月
15
日
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4
（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ

　認
知
症

　N
O
・
9

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

http://shienjoho.go.jp/ 

支援情報検索
サイト
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健康健康

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
家
庭
、
労
働
・

雇
用
、
学
校
等
の
暮
ら
し
に
様
々

な
影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
先
の
見
え
な
い
不
安
や

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
て
い
た
ら
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　【
支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
】で

は
、
地
域
別
、
方
法
別
、
悩
み
別

に
相
談
窓
口
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

支
援
情
報
検
索
サ
イ
ト
で
詳
細
別
で

相
談
窓
口
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常

時
使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び

障
害
者
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入

費
の
扶
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
対
象
期
間
は
令
和
２
年

９
月
購
入
分
か
ら
令
和
３
年
２
月

購
入
分
ま
で
（
後
期
）
で
す
。

　
た
だ
し
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
前
期
分
（
令
和
２
年
３
月
か
ら

令
和
２
年
８
月
の
購
入
分
）
が
あ

る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け

て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
・
2

級
」
の
方

③
療
育
手
帳
「
A
」
の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
期
間

（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
を
含
む
）

が
あ
る
月
は
対
象
外

●
扶
助
額

　
購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
，
０

０
０
円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

　
２
月
10
日
（
水
）
〜
３
月
10
日

（
水
）
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ

（
複
数
所
持
者
は
す
べ
て
）

②
領
収
証
（
「
誰
が
使
う
紙
お
む

つ
を
い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」
が

わ
か
る
よ
う
に
「
宛
名
・
た
だ
し

書
き
・
金
額
」
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
店
舗
の
印
が
あ
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。
レ
ジ
か
ら

打
ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領

収
証
は
、
店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受

付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店

番
・
口
座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期

間
が
わ
か
る
も
の
（
メ
モ
や
口
頭

で
も
可
能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
64
―
８
８
０
２
（
直
通
）

福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３
（
直
通
）

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を

持
ち
、
軽
度
な
体
調
不
良
は
自
分

で
手
当
て
す
る
こ
と
で
す
。

●
こ
ん
な
こ
と
も
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン

・
風
邪
か
な
と
思
っ
た
ら
栄
養
ド
リ

ン
ク
を
飲
ん
で
早
め
に
休
む
こ
と

・
頭
痛
が
し
た
ら
市
販
の
頭
痛
薬

を
飲
む
こ
と

・
け
が
を
し
た
ら
絆
創
膏
を
貼
る

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

病
気
の
発
症
や
重
症
化
の
予
防
に

役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関

で
診
て
も
ら
う
時
間
や
手
間
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

結
果
と
し
て
医
療
費
の
増
加
を
防

ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
日
ご
ろ
か
ら
積
極
的
に
自
分
の

健
康
を
管
理
す
る

　
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
、
十
分
な
睡
眠
や
休
息

を
と
り
、
定
期
的
に
運
動
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
毎

年
の
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
結
果
を
確
認
し
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
軽
い
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

　
日
ご
ろ
よ
く
経
験
す
る
頭
痛

や
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
い
な
ど
の

症
状
の
と
き
は
、
薬
局
で
医
師
の

処
方
箋
な
し
で
購
入
で
き
る
市
販

薬
（
O
C
T
医
薬
品
）
を
使
い
、

無
理
せ
ず
休
ん
で
様
子
を
見
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
普
段
感
じ
た

こ
と
の
な
い
痛
み
や
不
調
、
市
販

薬
を
使
用
し
て
も
改
善
し
な
い
場

合
な
ど
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
販
薬
を
購
入
す
る
時
も
お
薬

手
帳
を
持
参
し
て
、
す
で
に
飲
ん

で
い
る
薬
の
成
分
と
の
重
複
や
飲

み
合
わ
せ
に
悪
影
響
が
な
い
か
な

ど
を
薬
剤
師
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低

価
格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は

新
薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る

後
発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新
薬

に
比
べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を

節
約
で
き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の

で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の

上
、
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の

窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な
い

場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１
（
直
通
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご
協
力
を

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。〜
希
望
の
リ
レ
ー

〜
一
足
先
に
認
知
症
に
な
っ
た
私
た
ち

か
ら
す
べ
て
の
人
た
ち
へ

〜
前
文
〜

　
私
た
ち
は
、
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
日
々
い
ろ
ん
な
事
が
起

き
、
不
安
や
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
一
度
き
り
し
か
な
い

自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、
希

望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

た
い
。
次
に
続
く
人
た
ち
が
、
暗
い
ト

ン
ネ
ル
に
迷
い
込
ま
ず
に
も
っ
と
楽

に
、
い
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
意
思
を

も
と
に
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希

望
宣
言
」
を
し
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
ス

タ
ー
ト
に
、
自
分
も
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
人
、
そ
し
て
よ

り
良
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希
望
宣
言
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。〜
希
望
の
リ
レ
ー

〜
一
足
先
に
認
知
症
に
な
っ
た
私
た
ち

か
ら
す
べ
て
の
人
た
ち
へ

〜
前
文
〜

　
私
た
ち
は
、
認
知
症
と
と
も
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
日
々
い
ろ
ん
な
事
が
起

き
、
不
安
や
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
一
度
き
り
し
か
な
い

自
分
の
人
生
を
あ
き
ら
め
な
い
で
、
希

望
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

た
い
。
次
に
続
く
人
た
ち
が
、
暗
い
ト

ン
ネ
ル
に
迷
い
込
ま
ず
に
も
っ
と
楽

に
、
い
い
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
体
験
と
意
思
を

も
と
に
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
希

望
宣
言
」
を
し
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
ス

タ
ー
ト
に
、
自
分
も
希
望
を
持
っ
て
暮

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
人
、
そ
し
て
よ

り
良
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
い
う
人
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

本
文

①
自
分
自
身
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
常
識

の
殻
を
破
り
、
前
を
向
い
て
生
き
て
い

き
ま
す
。

②
自
分
の
力
を
活
か
し
て
、
大
切
に
し

た
い
暮
ら
し
を
続
け
、
社
会
の
一
員
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
。

③
私
た
ち
本
人
同
士
が
、
出
会
い
、
つ

な
が
り
、
生
き
る
力
を
わ
き
立
た
せ
、

元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

④
自
分
の
思
い
や
希
望
を
伝
え
な
が

ら
、
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

を
、
身
近
な
ま
ち
で
み
つ
け
、
一
緒
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
認
知
症
と
と
も
に
生
き
て
い
く
体
験

や
工
夫
を
活
か
し
、
暮
ら
し
や
す
い
わ
が

ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
８
年
11
月
１
日
　
日
本
認
知
症

本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
　
厚
生
労

働
省
に
て
表
明

　
こ
の
希
望
宣
言
が
、
さ
ざ
波
の
よ
う

に
広
が
り
、
希
望
の
日
々
に
向
け
た
大

き
な
う
ね
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
こ

こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

さ
っ
そ
く
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
ご
本
人
の
や
り
た
い
こ
と
、
何
で

し
ょ
う
？
』
実
現
を
後
押
し
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
２
月
15
日
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
包
括
支
援
係

☎
64
―
８
８
０
4
（
直
通
）

シ
リ
ー
ズ

　認
知
症

　N
O
・
9

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
〜

http://shienjoho.go.jp/ 

支援情報検索
サイト
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約３分間の健康講話が聞けます
月／こどもの発熱　火／マスクを着けていても歯磨きはエチケットです
水／チョコレートのう胞　木／急性ストレス障害
金／口腔ケアは脳卒中のリスクを軽減する　土日／ガン対策の心構え
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１０日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン2月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2021）2月～3月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

2月26日（金）

2月2日（火）
3月2日（火）

3月26日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年10月～11月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和2年4月～5月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

2月12日（金）
予約締切日
2月10日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医

2月1・8・15・22（月）

2月22日（月）

2月9日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

2月28日(日)まで休止します
富岡甘楽新型コロナ発熱外来の拡充のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

『知って実践フレイル予防』

『フレイル予防講座』もう少し知りたいと思ったら…お出かけください
フレイルを遠ざけ、自分の事ができて、楽しみがあって、おいしく食べられる人生を送りましょう♥

2月の予定

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：2月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：10人 ＊ 定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日
９（火）

22（月）

時　間
１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

15（月） １３：３０　～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆２月７日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆２月２１日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、
発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆どこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話してください。
診療・検査外来の案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法（2月28日まで）

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／こどもの発熱　火／マスクを着けていても歯磨きはエチケットです
水／チョコレートのう胞　木／急性ストレス障害
金／口腔ケアは脳卒中のリスクを軽減する　土日／ガン対策の心構え
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１０日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン2月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2021）2月～3月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　2月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時
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3月2日（火）
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月～金曜日
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　　１時４５分
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全住民

母子健康手帳
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健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
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希望者にフッ素塗布、食生
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平成30年1月～2月生まれ

平成２9年7月～8月生まれ
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午後5時30分～6時30分
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午後１時～２時
（予約制）

2月28日(日)まで休止します
富岡甘楽新型コロナ発熱外来の拡充のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。
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『知って実践フレイル予防』

『フレイル予防講座』もう少し知りたいと思ったら…お出かけください
フレイルを遠ざけ、自分の事ができて、楽しみがあって、おいしく食べられる人生を送りましょう♥

2月の予定

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

内　　容：地域包括支援センター保健師による
　　　　　①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等
申し込み：2月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください
定　　員：10人 ＊ 定員を超えた場合は、会場の変更等をお願いする場合もあります

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場
西牧活性化センター
交流防災ステーション

（道の駅）
下仁田町公民館

実施日
９（火）

22（月）

時　間
１３：３０　～１４：３０

１３：３０　～１４：３０

15（月） １３：３０　～１４：３０

当日は下記を確認の上、ご参加を♥
●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定（会場にも体温計を準備します）
●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆２月７日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）
◆２月２１日（日）菊池修先生（もみの木こどもクリニック）
診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、
発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆どこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話してください。
診療・検査外来の案内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法（2月28日まで）

健康健康
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　女
世帯

（　28）
（　16）
（　12）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,007人
3,444人
3,563人
3,276世帯

転入  16人/  出生 0人
転出  22人/  死亡 22人

（1月1日現在）

（12月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No778

月月

町で育った子供が

定住すれば奨学ローン

相当額を補助

12月届出分〈敬称略・順不同〉

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（俊　明）
（伸　一）
（素　明）
（てる子）
（幸　弘）
（元　二）
（　功　）
（恵　子）
（春　次）
（　要　）
（博　幸）
（洋　一）
（公　美）
（久美子）
（明　子）
（康　之）
（はる子）
（　弘　）
（幸　利）
（　敏　）

大　平
仲　町
大桑原
矢　川
本　宿
市ノ萱
下　町
上小坂
大　東
下　町
吉　崎
西野牧
上　町
中　央
下　町
緑ヶ丘
城　西
仲　町
蒔　田
上青倉

金井　今朝雄
岩井　宏
赤岩　剛
佐藤　雅三
富永　久雄
安藤　武三
武山　久江
岡田　ひろ
今井　秀二
小板橋きみ江
小谷野　好市
柳澤　今子
中村　三郎
村山　章
小井土　隆
阿久澤　幸三
岩井　平八
岩井　純子
下山　良男
福田　ユウ

有
料
広
告

有
料
広
告

　　　　　 
自然史館の化石から日本初の「ホタル化石」を発見。
これまで、世界に７つしか確認されていない希少な発見が
下仁田ジオパークから。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13

　　　　　 
自然史館の化石から日本初の「ホタル化石」を発見。
これまで、世界に７つしか確認されていない希少な発見が
下仁田ジオパークから。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13
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ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から下記の通り営業時間を
変更させて頂きます。※①
10：00～20：00（最終入館は19：30となります）※①当面の間
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皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。皆様のお越しをスタッフ一同、お待ちしております。

いっしょに働きませんか？正社員大募集!!いっしょに働きませんか？正社員大募集!!
社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

社員　２名
①フロント担当：施設の受付業務、シフト管理、売上金管理他
②調理師：料理全般他
賃金：月給20万円～40万円、交通費支給、社会保険完備、週休二日制（シフト制）

憩いと癒しのひとときを当館で憩いと癒しのひとときを当館で

営業時間短縮のお知らせ営業時間短縮のお知らせ


